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こࡢ農地ࠊ水路等ࡢ保全管理農村環境ࡢ保全ࡢたࡢࡵ活動ࡢ

解説ࠊࡣ国ࡀ定ࡿࡵ活動指針位置付けࢀࡽた各活動つい࡚ࠊ

活動ࡽࡡࡢいࠊ活動ࡢ内容ࠊ配慮事項等参考ࡿ࡞情報をࡾま

 ࠋす࡛ࡢࡶたࡵ

各地域࡛ࠊࡣ都道府県ࡀ作成すࡿ地域活動指針位置付けࢀࡽ

た活動取ࡾ組ࡴこࡿ࡞たࠊࡵこࡢ手引ࡁ記載した活動以

外ࡢ活動ࡀ含まࡿࢀ場合ࡶあࡿこ留意し࡚ୗさいࠋ 

都道府県ࠊ市町村またࡣ推進組織ࡀ作成すࡿ手引ࡶࡁ併せ࡚参

照くࡔさいࠋ 

ᖹ成２７年４月 
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活動䛾手引䛝䛾見方

䠝

䠞

䠟

䠠

䠡

䠎）側溝䛾泥上げ

䛆活動䛾䛽䜙い䛇

䛆 活動䛾内容䛇 

䛆 配慮事項 䛇 

～活動例～

䛆インデックス 䛇

活動䛾 インデックスです 䚹 

上段䛜 施設 䛾区分 

中断 䛜活動項目

ୗ段 䛜取組䛻䛺っ䛶います䚹

色分䛡䛿以ୗ䛾䛸お䜚䚹

黄：点検、計画策定、研修

青：実践活動

橙：地域資源䛾適ษ管理䛾ため䛾

䛆 活動䛾䛽䜙い䛇

農地維持活動を行う䛽䜙いや背景、活動䛾重要性を簡潔䛻説明した䜒䛾です䚹

䠞 

䛆 活動䛾内容 䛇 
各活動䛾一般的䛺実施方法、実施時期等を例示した䜒䛾です䚹

䠟

䛆 配慮事項䛇 

活動䛻際し䛶䛾留意点や考慮を要す䜛点等、農地維持活動を計画す䜛際や実践䛾際䛻予め 
検討し䛶おく䛣䛸䛜望ましい䛣䛸を想定し䛶記載した䜒䛾です䚹

䠠

䛆 活動例 䛇 
全国䛾活動事例を基䛻、䛂活動内容䛃、䛂活動時期䛃、䛂参加者䛃等䛻項目立䛶䛶紹介した䜒䛾です䚹

䠡

䛆 活動指針䛾取組内容 䛇 
多面的機能支払交付金実施要領別記䠍－䠎を記載し䛶います䚹

䠝 

推進活動 

 農用地   ／  水路  ／農道／たࡵ池  

草刈ࡾ  ／  泥上ࡆ  ／  農道ࡢ適正管理  ／異常気象時ࡢ対応   
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 点検 ／計画策定／研修

 農用地 ／水路／農道／たࡵ池

第㸯章 点検、計画策定、研修 

㸯．点検 

㸦㸯㸧農用地に関すࡿ施設の点検 

 

 

 

 

࠙活動のࡽࡡいࠚ 

農用地ࠊࡣ地域ࡢ生産活動や農村環境ࡢ基盤࡛すࠋ活動計画書位置付けたすࡢ࡚農用地

 ࠋ大ษ࡛すࡀこࡿ発生状況を把握し࡚いࡢ遊休農地等ࠊつい࡚

注㸧遊休農地等：農用地࡛あ࡚ࡗ現耕作ࡢ目的使わࠊࡎࡽ࠾࡚ࢀ耕作ࡢ放棄ࡾࡼ荒廃しࠊ通常ࡢ農作業࡛

ࡣい土地及び現ᅾ࡞ࡁ再開࡛ࡀ農業用機械࡛農業生産ࠊ人力ࠊうちࡢ農地࡞不可能客観的ࡀ栽ᇵࡢ作物ࡣ

遊休農地࡚ࡗ࡞い࡞いࠊࡀ今後遊休農地࠾ࡿ࡞そࡢࢀあࡿ農用地ࠋ 

࠙活動の内容ࠚ 

農用地ࡢ点検ࡢ際ࠊࡣ地籍図や国土基本図ࡼࡢう࡞地区内ࡢ農用地を一筆単位࡛把握࡛ࡿࡁ詳

しい地図を用意しますࠋこࡢ地図を基ࠊ各筆࡛ࡢ遊休農地等ࡢ発生状況を現地࡛確認すࡿ等

 ࠋ一筆単位࡛記録しますࠊࡣ発生状況ࡢ把握した遊休農地等ࠋ方法࡛把握しますࡢ

࠙配慮事項ࠚ 

㸦遊休農用地㸧 

・ほ場整備ࡢ際作成した詳しい図面等ࡀあࠊࡤࢀ利用࡛ࡁますࠋ 

・詳しい地図ࡀ無い場合ࠊࡣ国土地理院や地元ࡢ自治体等ࡀ撮影した空中写真ࡀあࡤࢀ地図

 ࠋ用いますࡾ代わࡢ

・他ࡢ点検活動併せࡿこࠊࡾࡼ効率的状況確認ࡀ行えますࠋ 

・点検活動を行う際ࠊࡣ事前市町村ࡽ遊休農地化࠾ࡢそࡢࢀあࡿ農用地ࡢ有無等つい

࡚聞ࡁ取ࡾを行うこࡀ必要࡛すࠋ 

 

・ 活動計画書に位置付けたすべての農用地について、遊休農地等の発生状況を

把握していࡿことࠋ 

  

遊休農地の発生及び点検の状況 
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㸦㸰㸧水路の点検 

㸯㸧開水路に関すࡿ施設の点検 

 

 

 

 

 

 

࠙活動のࡽࡡいࠚ 

開水路ࠊࡣ土水路やコンクリ࣮ト水路ࠊ制水門等࣮ࢤࡢト類ࡽ構成さ࡚ࢀいますࠋ開水

路ࡢ能力をపୗさせࡿ状況ࡀ発生し࡞いࡼうࠊ泥ࡢ堆積状況やࡢࡳࡈ投棄状況を確認すࡿ

こࡀ大ษ࡛すࠋまたࡀࢇࠊい期前通水試験を行いࠊ用水ࡀ正常流ࡿࢀうࡢ確

認を行うこࡀ大ษ࡛すࠋ 

 

࠙活動の内容ࠚ 

点検当た࣮ࢤࠊࡣ࡚ࡗト類等を含ࡴ各施

設ࡀ通水㞀害を起こし࡚い࡞いࠊあࡿいࡣ

そࡢ恐࡞ࡀࢀい等ࡢ観点ࠊࡽ水路内ࡢ土

砂ࡢ堆積状況ࡢࡳࡈࠊ有無を目視࡛点検すࡿ

ࡢ状況を記録し農地維持活動ࡢそࠊࡶ

必要性を判断しますࠋ施設ࡢ点検時期ࠊࡣ水

路内ࡢ水ࡀ少࡞いࡀࢇい期前ࠊあࡿいࡣ

効率ࡀࡢ行うい期終了後や通水停止時ࡀࢇ

的࡛すࠊ࠾࡞ࠋ通年通水し࡚いࡼࡿう࡞水路

点検を実ࡢ範ᅖ࡛水路ࡿ見えࡢ水上部ࠊࡣ࡛

施しますࠋ 

通水試験を実施すࡿ際ࠊࡣ水土㔛ネット等を通ࠊ࡚ࡌ試験日時ࠊ試験区間を関係農家や地

区ࡢఫ民周知しますࠋ通水状態࡛࡞ࡣい時期行うたࠊࡵ水路人ࡀ立ち入࡚ࡗいࡿ場合

 ࠋ通水試験を行いますࡽ࡚ࡗ周知を行十ศࡵたࡢ安全ࠋますࡾあࡀ

またࠊ安全性ࡢ確保やࠊ試験状況ࡢ┘視を効率的・効果的行うたࡢࡵ体制を作ࠊࡾ水路内

用水ࡀ正常流࣮ࢤࠊࡿࢀトやポンプ等ࡢ水利施設ࡀ正常作動すࠊࡿ漏水し࡚いࡿ箇所ࡀ

 ࠋ連絡します水土㔛ネット等ࠊい場合࡞ࢀ流ࡀ用水正常ࡾࡼ漏水等ࠋを確認しますい࡞

 

  

・ 活動計画書に位置付けたすべての水路について、泥の堆積状況㸦ゴミの投棄

状況含ࡴ㸧を確認すࡿことࠋ 

 ࠋことࡿんがい期前に通水試験を実施し、通水状況を把握す ・

施設状況࣓ࣔࡢ 

 点検 ／計画策定／研修 

農用地／水路／農道／たࡵ池 

  開水路 ／パイプライン 
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࠙配慮事項ࠚ 

・通水能力ࡀపୗし࡞いࡼうࠊ日頃ࡽ点検活動を行うこࡀ必要࡛すࠋまたࠊ不具合ࡀ生ࡌ

た場合ࡢ連絡体制維持保全体制を作ࠊࡾ滑࡞点検活動ࡀ行えࡼࡿうし࡚࠾くこࡀ㔜

要࡛すࠊ࠾࡞ࠋ通水㞀害ࡀ起こࡾやすい場所ࡀあࡿ場合ࠊࡣそࡢ部ศࡢ点検頻度を増やすこ

 ࠋ必要࡛すࡀ

・通水試験を行う場合࣮ࢤࠊトࡀ完全閉࡚ࡌいࡿ溢水すࡿ場合ࡀあ࣮ࢤࠊ࡛ࡢࡿトࠊศ水

工等ࡢ水利施設ࡁࡀちࢇ通水࡛ࡿࡁ状態うࠊ確認し࡚ࡽ行いますࠋ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

開水路の点検状況 土砂の堆積状況 

 点検 ／計画策定／研修

農用地／水路／農道／たࡵ池

  開水路 ／パイプライン
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㸰㸧パイプラインに関すࡿ施設の点検 

 

࠙活動のࡽࡡいࠚ 

パイプラインࠊࡣパイプラインࡢ他ポンプ場や調整施設㸦フ࣒࣮ポンࢻ㸧等ࡽ構成さ

堆積状況ࡢ泥ࡢポンプ吸水槽等ࠊうࡼい࡞発生しࡀ状況ࡿ通水能力をపୗさせࠋいます࡚ࢀ

やࡢࡳࡈ投棄状況を確認すࡿこࡀ大ษ࡛すࠋまたࠊ用水ࡀ必要ࡀࢇࡿ࡞い期ࠊ水利施

設ࡀ正常作動し࡞い等ࡢ理由ࠊࡽ必要࡞水量ࡀ流࡞ࢀい可能性ࡀあࡾますࠋこࡢたࠊࡵ

確認を行うこࡢうࡿࢀ流正常ࡀ用水ࠊ通水試験を行いࡢパイプラインい期前ࡀࢇ

 ࠋ大ษ࡛すࡀ

 

࠙活動の内容ࠚ 

点検当たࠊࡣ࡚ࡗ各施設ࡀ通水機能㞀害

を起こし࡚い࡞いࠊあࡿいࡣそࡢ恐࡞ࡀࢀい

ࡈࠊ堆積状況ࡢ泥ࡢ吸水槽等ࠊࡽ観点ࡢ等

状況を記録ࡶࡿ有無を目視࡛点検すࡢࡳ

しࠊ農地維持活動ࡢ必要性を判断しますࠋ併せ

確ࡿ作動すࢇちࡁࡀ給水栓等ࠊ制水弁ࠊ࡚

認しますࠋ施設ࡢ点検ࠊࡣ通水停止時期行う

 ࠋ効率的࡛す

 

࠙配慮事項ࠚ 

・通水能力ࡀపୗし࡞いࡼうࠊ日頃ࡽ点検活動を行うこࡀ必要࡛あࠊࡾ不具合ࡀ生ࡌた場

合ࡢ連絡体制維持保全体制を作ࠊࡾ滑࡞点検活動ࡀ行えࡼࡿうし࡚࠾くこࡀ㔜要࡛

すࠋ 

・空気弁等ࡣマン࣮࣍ル入࡚ࡗいࠊ࡛ࡢࡿ草や泥等࡛場所ࡀわ࡞ࡽく࡞ࡽ࡞いࡼうࠊ杭

等ࡢ目༳を付け࡚ࡁ࠾ますࠋ 

・地区ࡢ空中写真やほ場整備時作成した詳しい地図等ࡀあࠊࡤࢀ診断結果ࡢ記録時等利

用࡛ࡁますࠋ地域ࡣ࡚ࡗࡼ市販ࡢఫ宅地図等ࡶ利用࡛ࡁますࠋ 

 

  

 
泥ࡢ堆積

雑草ࡢ繁茂

 点検 ／計画策定／研修 

農用地／水路／農道／たࡵ池 

  開水路 ／パイプライン 

・ 活動計画書に位置付けたすべてのパイプラインについて、ポンプ吸水槽等の泥

の堆積状況㸦ゴミの投棄状況含ࡴ㸧を確認すࡿことࠋ 

 ࠋことࡿんがい期前に通水試験を実施し、通水状況を把握す ・
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＜通水試験＞ 

࠙活動の内容ࠚ 

ࡽあࠊࡣ通水試験日ࠋ実施しますい期前ࡀࢇ

注うࡼい࡞ࡢ事故ࠊࡁ࠾連絡し࡚関係者ࡵࡌ

意し࡚ୗさいࠋ 

㸦㸯㸧準備作業 

通水試験参加すࡿ担当者ࡀ用水系統をイ࣓࣮ジ

模式図等を作成࡞簡単ࡵࡌࡽあࠊうࡼࡿࡁ࡛

しࠊ用水系統を把握し࡚࠾くこࡀ必要࡛すࠋ模試

図ࠊࡣ空気弁やࠊ給水栓ࠊ制水弁いࡗた水利施

設ࡢ位置ࡶ記載しますࠋ通水試験ࡢ前空気弁ࡢフ

ランジパッキンࡁࡀちࢭࢇットさ࡚ࢀいࠊࡿ

ボルトࡢ緩࡞ࡀࡳい等を確認しますࠋまたࠊ制水

弁࣮࣒ࢫࡀズ開閉࡛ࡿࡁ確認しますࠋ 

 

㸦㸰㸧通水試験の実施 

試験区間を数࢝所ศけࠊそࡢࢀࡒࢀ区間担当

者を配置しࠊ破損箇所発生ࡢ有無を確認しますࠋ特

注意し࡚点検特ࡣ周辺ࡢ水利施設ࡢ空気弁等ࠊ

しますࠋ 

冬ࡢ間ࠊポンプࡀ止ま࡚ࡗいࡿパイプࡢ中空気ࡀ⁀まࡾますࠋそࡢままポンプを動すエ

 ࠋますࡾあࡀࢀそ࠾ࡿ破損すࡀ動いた衝撃㸧࡛給水栓等ࡀ空気ࡢハンマ࣮㸦パイプ内

そࡢたࠊࡵ春先初࡚ࡵポンプを動す場合ࠊࡣ次ࡢ手順࡛パイプ内ࡢ空気を出し࡚ࡽ運用

を開始し࡚ୗさいࠋ 

ձ全࡚ࡢ給水栓排泥弁を開け࡚ࠊポンプを動しますࠋ 

ղ最初ࡢうちࡣ空気ࡀ出࡚くࡿこࡶࢁあࡾますࠊࡀ次第水ࡀ出࡚ࡁますࠋ 

ճ排泥弁ࡽ水ࡀ出࡚いࡿこを確࡚ࡵ全࡚ࡢ泥吐弁を閉ࡵますࠋ 

մ水ࡢ流出ࡀ確認࡛ࡁたこࡽࢁ順給水栓を閉࡚ࡵいࡁますࠋ 

注㸧全࡚ࡢ弁を閉࡚ࡵポンプࡢ運転を続けࠊࡿポンプ内ࡀ高温高圧࡚ࡗ࡞危険ࠊ࡛ࡢ࡞

少量ࡢ水を出すࡼうし࡚ୗさいࠋ 

制水弁ࡀあࡿ場合ࠊࡣ制水弁を閉࡚ࡌ注水しますࠋ試験区間ࡢ最ୗ流部圧力計ࡀ設置し࡚あࡿ

場合ࠊࡣ圧力計ࡾࡼ適ษ࡞圧力ࡀ確保さ࡚ࢀいࡿ観測しますࠋ圧力計࡞ࡀい場合ࠊࡣୗ流部ࡢ

給水栓を開ࠊࡁ適ษ࡞用水量ࡀ流ୗし࡚いࡿ計測しますࠋ 

 

○漏水箇所ࡢ確認方法 

・地表水ࡀ滲ࡳ出࡚くࡢࡿを目視ࡾࡼ確認すࠋࡿ 

・漏水ࡢ疑わしい箇所࡛ࠊࡣ管頂付近ま࡛掘削しࠊ水ࡢ滲ࡳ出しࡢ有無を確認すࠋࡿ 

 

ศ水工

空気弁

給水栓

制水弁

用水系統模式図 

フランジ 

 点検 ／計画策定／研修

農用地／水路／農道／たࡵ池

  開水路 ／パイプライン
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○漏水箇所ࡢ補修 

・漏水箇所ࡢ補修ࠊࡣ危険ࡀ伴うࠊࡶ専門的知識を必要すࡿ場合ࡀ多いたࠊࡵ漏水箇

所や異状ࡀ認ࢀࡽࡵた場合ࠊࡣ水土㔛ネット等ࡢ専門家へ連絡をしますࠋ 

 

࠙配慮事項ࠚ 

・適ษ࡞圧力や流量ࡀ確保さ࡚ࢀい࡞い場合ࠊࡣ漏水࠾ࡢそࡀࢀあࡾますࠋ漏水ࡢ発生ࡀ著しい時

 ࠋ調査を依頼します専門家ࡢ水土㔛ネット等ࠊࡣ

 

࠙通水試験の実施ࠚ 

 

～活動例～ 

 

・活動対象 

パイプライン 

・活動内容 

改良区・水管理人等ࡀ時期を管理組合代表ࡢ用水手当ࠋ通水試験を実施しましたい期前ࡀࢇ

給ࡣ関係農家ࠊ排泥弁を開けࡢᮎ端ࡀ水管理人ࡣ実施日ࠋ実施日を決定しましたࠊ調整し࡚

水栓を閉࠾࡚ࡵくࡼう連絡しましたࠋ通水後ࠊ地区内を巡回しࡽࡀ࡞管路ࡢ破損等࡞ࡀい目視

࡛確認しましたࠋ 

・活動時期 

4 月 

・参加者 

水管理人及び各農家ࡀ実施しましたࠋ 

 

  

 点検 ／計画策定／研修 

農用地／水路／農道／たࡵ池 

  開水路 ／パイプライン 
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㸦㸱㸧農道に関すࡿ施設の点検 

 

 

 

 

࠙活動のࡽࡡいࠚ 

農道ࠊࡣ路面ࠊ路肩ࠊ側⁁等ࡽ構成さ࡚ࢀいますࠋ通行支㞀をࡁたすࡼう࡞状況等ࡀ発

生し࡞いࡼうࠊ路面ࡢฝพࡢ状況ࠊ側⁁ࡢ泥ࡢ堆積状況やࡢࡳࡈ投棄状況を確認すࡿこࡀ

大ษ࡛すࠋ 

 

࠙活動の内容ࠚ 

点検当たࠊࡣ࡚ࡗ通行㞀害を起こし࡚い࡞ࡣࡢࡶࡿいࠊあࡿいࡣそࡢ恐࡞ࡀࢀい等ࡢ

観点ࠊࡽ路面ࡢพฝࡢ状況ࠊ側⁁ࡢ泥ࡢ堆積状況ࡢࡳࡈࠊ投棄ࡢ有無等を目視࡛点検すࡿ

 ࠋ必要性を判断しますࡢ農地維持活動ࠊ状況を記録しࡢそࡶ

施設ࡢ点検時期ࠊࡣ路肩や法面雑草ࡀ繁茂し࡚い࡞い冬季や春先㸦融雪直後㸧行うこ

 ࠋ効果的࡛すࡀ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

࠙配慮事項ࠚ 

・通行㞀害ࡀ発生し࡞いࡼうࠊ日頃ࡽ点検活動を行うこࡀ必要࡛あࠊࡾ不具合ࡀ生ࡌた場

合ࡢ連絡体制維持保全体制を作ࠊࡾ滑࡞農地維持活動ࡀ行えࡼࡿうし࡚࠾く必要ࡀあ

 ࠋますࡾ

・点検箇所ࡀ土砂や落ち葉ࠊ雑草等覆わ࡚ࢀいࡿ場合ࠊࡣこࡽࢀを取ࡾ除いたࡁࠊࡾศ

けた上࡛確認を行いますࠋ側⁁コࢣ等ࡀ繁茂し࡚いࡿ場合࣊ࠊࡣラ等࡛取ࡾ除い࡚確認し

ますࠋ 

・地区ࡢ空中写真やほ場整備時作成した詳しい地図等ࡀあࠊࡤࢀ診断結果ࡢ記録時等利用

 ࠋますࡁ利用࡛ࡶఫ宅地図等ࡢ市販ࡣ࡚ࡗࡼ地域ࠋますࡁ࡛

・ 活動計画書に位置付けたすべての農道について、路面のพฝの状況、側溝の

泥の堆積状況㸦ゴミの投棄状況含ࡴ㸧を確認すࡿことࠋ 

雨࡛ࡳࡿࡠ、水たまࡾの࡛ࡁた農道 

 

地点 状況

䐟 側溝䛻ゴミ有䜚

䐠 䛼か䜛み状態  

空中写真を利用した記録 

ղ 

ղ 

ձ

 点検 ／計画策定／研修

農用地／水路／農道／たࡵ池
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㸦㸲㸧ため池に関すࡿ施設の点検 

 

 

 

 

 

 

࠙活動のࡽࡡいࠚ 

たࡵ池ࠊࡣ堤体ࠊ取水施設ࠊ洪水吐等ࡽ構成さ࡚ࢀいますࠋ貯水及び配水等支㞀࡞ࡀい

 ࠋ大ษ࡛すࡀこࡿ投棄状況を確認すࡢࡳࡈ堆積状況やࡢ泥ࠊうࡼ

たࡵ池ࡢ水抜ࡁを行う場合ࠊࡣ通常ࠊ水面ୗあࡿ堤体法面や࣮ࢤト等ࡢ施設ࡢ点検を行

いࠊたࡵ池ࡢ貯水能力ࡀ維持࡛ࡼࡿࡁうすࡿこࡀ大ษ࡛すࠋ 

 

࠙活動の内容ࠚ 

点検当たࠊࡣ࡚ࡗ貯水及び配水等

支㞀࡞ࡀいࠊあࡿいࡣそࡢ恐࡞ࡀࢀい

堆積状ࡢ土砂ࡢ池ࡵたࠊࡽ観点ࡢ等

況ࡢࡳࡈࠊ有無ࠊ管理道路ࡢ状況等を目

視࡛点検すࡶࡿ状況を記録しࠊ農

地維持活動ࡢ必要性を判断しますࠋ 

施設ࡢ点検時期ࠊࡣたࡵ池内ࡢ貯水量

 ࠋ効果的࡛す行うい時期࡞少ࡀ

 

各施設ࡢ点検ࡢポイントࡣ次示す࡛ࡾ࠾すࠋ 

 ンクリ࣮ト構造物の表面ࢥ①

洪水吐やたࡵ池一体࡛管理すࡿ取水施設等ࡢ構造物表面劣化ࠊ亀裂等ࡀ生࡚ࡌい࡞い

 ࠋ目視や打音࡛確認し状況を記録しますࠊつい࡚

ղ貯水面 

目視࡛確認し状況を記録しまࠊつい࡚い࡞著しく繁茂し࡚いࡀ発生や水草等ࡢコ࢜

すࠋ 

ճその他施設 

管理道路ࡢ路肩や法面等損傷等ࡀ生࡚ࡌい࡞いつい࡚ࠊ目視࡛確認し状況を記録し

ますࠋ 

 

  

・ 活動計画書に位置付けたすべてのため池について、泥の堆積状況㸦ゴミの投棄

状況含ࡴ㸧、管理道路の状況㸦側溝のゴミの投棄状況含ࡴ㸧を確認すࡿことࠋ 

・ ため池の水抜ࡁを行い、ゲ࣮ト等のため池附帯施設の点検を行うことࠋ 

施設の状況࣓ࣔ 

 点検 ／計画策定／研修 

農用地／水路／農道／たࡵ池 
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࠙活動の内容㸦水抜ࡁにࡿࡼ点検ࠚ㸧  

㸦㸯㸧取水施設 

斜樋や取水塔࣮ࢤࡢト等ࠊ通常ࡣ水面ୗあࡿ部ศつい࡚ࠊࡣ破損ࡀ無いうを目視࡛点

検しࠊ正常動作すࡿを確認しますࠋ破損や動作異常ࡀあࡿ場合ࠊࡣ部品ࡢ交換等ࡢ補修を行

いますࠋ 

またࠊ通常ࡣ水面ୗあࡿ取水施設等ࡢコンクリ࣮ト構造物つい࡚ࠊそࡢ基礎部ศ空洞ࡀ生

土ࡌ同堤体土ࠊࡣ又ࠊ砂利ࠊࡣ場合ࡿい࡚ࡌ生ࡀ空洞ࠋを目視࡛点検しますうい࡞い࡚ࡌ

࡛埋ࡵ戻しますࠋ大規模࡞補修ࡀ必要࡞場合等ࠊ必要ࡀあࡤࢀ水土㔛ネットや市町村等ࡢ関係機関

へ連絡をしますࠋ 

 

たࡵ池ࡢ管理ࢣࢫジュ࣮ルやࠊ年度ࡢ活動計画基࡙ࡁ実施しますࠋ 

 

 

࠙配慮事項ࠚ 

・貯水及び配水等支㞀࡞ࡀいࡼうࠊ日頃ࡽ点検活動を行うこࡀ必要࡛あࠊࡾ不具合ࡀ生

くこ࠾し࡚うࡼࡿ行えࡀ農地維持活動࡞滑ࠊࡾ維持保全体制を作連絡体制ࡢた場合ࡌ

 ࠋ㔜要࡛すࡀ

 ࠋを確認しますこࡿࡁ取水࡛正常ࠊ行いࡶ動作確認ࡢ取水施設ࠊࡣ前ࡢい期ࡀࢇ・

・堤体ࡢ異常㸦水ࡳち穴や軽微࡞漏水ࡢ発生等㸧や池内へࡢ倒木等ࠊ施設状況関し࡚気付い

た点ࡶ記録しますࠊ࠾࡞ࠋ漏水箇所࡛ࡣ植生ࡀ周辺異ࡿ࡞場合ࡀ多く見ཷけࢀࡽますࠋ 

・点検࡛水位をୗ２～１ࠊࡣࡁࡿࡆ日間け࡚ゆࡗくࡾୗࡆますࠋ早くୗࡿࡆ堤体ࡢ池側

 ࠋますࡾあࡀ危険ࡿ伴い崩壊すపୗࡢ水位ࡀ法面ࡢ

・回収した࣑ࢦ類や池底ࡢ土砂ࠊࡣ市町村ࡢ担当部署引ࡁ渡す等適ษ処理しますࠋ 

ため池の点検ポイント 

 (ンクリ࣮トࢥ。

構造物の表面が傷

ん࡛い࡞い 

。貯水面) 

アオࢥの発生や水

草の繁茂࡞ࡣい

。その他施設) 

取水施設の破損ࡣ

 い࡞

 点検 ／計画策定／研修

農用地／水路／農道／たࡵ池
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㸰．計画の策定 

㸦㸯㸧年度活動計画の策定 

 

 

 

 

 

࠙活動のࡽࡡいࠚ 

農用地ࠊ水路ࠊたࡵ池ࠊ農道等ࡢ施設つい࡚ࠊそࡢ施設能力ࡢ維持・発揮資すࡿたࠊࡵ

点検結果基࡙く保全活動ࠊ異常気象後ࡢ見回ࡢࡾ役割ศ担等つい࡚年度活動計画を策定しࠊ

計画沿࡚ࡗ効率的活動を行うこࡀ大ษ࡛すࠋ 

 

࠙活動内容ࠚ 

活動計画書位置付けた農用地ࠊ水路等関しࠊ今後ࡢ活動し࡚位置付けࢀࡽた農地維持

活動つい࡚ࠊ点検結果基࡙い࡚ࠊ実践活動ࡢ対象施設ࠊ活動項目ࠊ実施時期ࠊ実施範ᅖࠊ

実施内容ࠊ役割ศ担等ࠊ具体的࡞年度活動計画を策定しますࠋ 

年度活動計画ࡢ記載様式ࡣ自由࡛すࠊࡀ次頁 2 種類例示しますࠋ 

 

࠙配慮事項ࠚ 

・計画ࡢ作成当たࠊࡣ࡚ࡗ対象組織ࡢ構成員ࡀ活動参加しやすい曜日や作業ศ担ࡼࡿ࡞

う留意すࡿこࡀ大ษ࡛すࠋ計画を周知すࡿたࠊࡵ地区ࡢ公民館や集会所掲示したࠊࡾ回

覧板・広報ㄅ等を活用し参加を構成員呼びけࡿこࡀ必要࡛すࠋ 

・またࠊ作業当日向け࡚ࠊ緊急対応ࡢたࠊࡵ事前水土㔛ネットや市町村関係者ࠊ་療機

関ࡢ連絡体制をつく࠾࡚ࡗく必要ࡀあࠊࡶࡿ危険箇所ࡢ把握や傷害保険へࡢ加入࡞

 ࠋ㔜要࡛すࡶこࡿつい࡚検討す対応ࡢ不測時

・点検結果や市町村ࡽ通知さࡿࢀ実施状況ࡢ確認通知書ࡢ内容ࠊࡾࡼ遊休農地発生防止ࡢ

たࡢࡵ保全管理を行う必要ࡢあࡿ農用地ࡀ新た判明しࠊそࡢ農用地を解消すࡁ遊休農地

保計画的ࠊࡵたࡿあࡀ必要ࡿ解消す࡚す活動期間内ࠊࡣ位置付けた場合し࡚計画

全管理すࡿこࡀ㔜要࡛すࠋ 

 

点検活動や機能診断の結果を踏まえて、実践活動に関すࡿ年間の活動計画を策

定すࡿことࠋ 

※本手引ࠕࡁ第㸰章 実践活動ࠖを参照ࠋ

点検／  計画策定 ／研修 

 年度活動計画   
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㸦様式 1㸧 

㸦様式 2㸧 

 

 

 

 

 

 

点検／  計画策定 ／研修

 年度活動計画 

施設 活動項目・内容

䠏月中旬 開水路 開水路䛾目地詰め ○○水路関係農業者 ○○水路全域

䠐月中旬 開水路 水路䛾泥上げ ○○水路関係農業者 ○○水路全域

䠑月中旬 農道

路肩・法面䛾草刈䜚

側溝䛾泥上げ

責任者：○○

△△、□□、××

○○線

△△分岐～××地点

䠒月中旬 農用地 農地法面䛾草刈䜚 農業者個々䛾実施 地域全体

※䛂活動場所䛃䛿、点検䛾結果、施設全域で䛿䛺く活動䛾場所を特定す䜛場合䛻記載

   䛂活動項目・内容䛃䛿、活動指針䛾活動項目および具体的䛺活動䛾内容を記載

実施予定時期

活動䛾内容

参加者 活動場所
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㸱．研修 

㸦㸯㸧活動に関すࡿ事務㸦書類作成、申請手続ࡁ等㸧や組織の運営に関すࡿ

研修 

 

 

 

 

࠙活動のࡽࡡいࠚ 

活動ࡢ滑࡞実施を目的した事務手続ࡁ等関すࡿ研修や組織ࡢ運営関すࡿ研修等をཷ

けࡿこࠊࡾࡼ対象組織ࡢ活動ࡢ効率化を目指すこࡀ大ษ࡛すࠋ 

 

࠙活動の内容ࠚ 

㸯．研修会への参加 

推進組織等ࡀ開催すࡿ各種ࡢ研修会参加しますࠋ研修ࡣ対象組織を代表し࡚数名ࡀ参

加しますࠋ 

参加者ࠊࡣ研修࡛習得した内容を構成員伝えࠊ組織運営ࡢ滑化ࡢ向上を図ࡾますࠋ 

 

㸰．研修会の開催 

㸯㸧研修内容の決定 

①参加者と作業内容の把握 

集落ࡢ中ࠊࡣ日頃ࡽリ࣮ダ࣮役࡚ࡗ࡞い

勤務し࡚水土㔛ネットや役所・役場等ࠊ人やࡿ

行政事務関わࡿ知識を持つ人ࡀいࡿ場合ࡀあࡾ

ますࠋ一方ࠊ知識や経験ࡀ少࡞い人ࡶいますࠋこ

参加㸦候補㸧ࡎまࠊࡣ際ࡿ研修を企画すࠊࡵたࡢ

者をࠊ各人ࡢ経験・知識等ࠊࡶ一覧表等

整理しますࠋ 

次ࠊ実際ࡢ事務手続ࡁを思い浮ࠊ各作業

様式や記載要領等を準備し࡞必要ࠊ手順やศ担ࡢ

ますࠋ 

 

 

 

 

 

 

 

・活動の滑࡞実施が図ࡼࡿࢀࡽうに、活動に関すࡿ事務㸦書類作成、申請手続

 ࠋ研修を行うことࡿ等㸧や組織の運営に関すࡁ

ポイントそ１ࡢ 研修内容ࡢ決定 

ձ参加者ࡢ事業内容及び事務手続ࡢࡁ

理解度ࠊ作業内容・手順を把握す

 ࠋࡿ

ղ参加者ࡢ技術・技能事務手続ࡢࡁ

手順沿ࠊ࡚ࡗ必要࡞研修内容を考

えࠋࡿ 

ճ࣓ࣔまࠋࡿࡵ 

ポイントそ２ࡢ 研修ࡢ実施 

ձ研修ࡢ項目毎講師を決ࠊࡵ研修を

準備すࠋࡿ 

ղ研修を実施すࠋࡿ 

ճ農地維持活動ࡿࡼ資源保全活動ࡢ

意義つい࡚ࡶ時間を取ࠋࡿ 

点検／計画策定／ 研修  

 研修  
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ղ研修内容 

把握した参加者経験・知識ࠊ作業内容・手順沿ࠊ࡚ࡗ必要࡞研修を考えますࠋ作業

ࠊࡤࢀあࡶࡢࡶࡿࡁ理解࡛ࡶ࡛場࡛誰ࡢそࠊࡤࢀ作業内容を説明すࠊ作成ࡢ活動記録ࠊࡣ

事前参加者対し࡚実習ࡀ必要ࡶࡢࡶ࡞あࡾますࠋ 

またࠊ対象組織ࡢ役員等ࠊリ࣮ダ࣮役ࡢ人ࡀ技術的࡞こを詳しく習得しࠊ他ࡢ参加者ࡣ

作業時そࡢ場࡛そࡢ都度リ࣮ダ࣮ࡽ説明をཷけࡿいう方法等ࠊ参加者ࡢ役割応ࡌた

段階的࡞研修ࡀ適当࡞場合ࡶ考えࢀࡽますࠋ 

研修項目や内容つい࡚ࠊ参加者作業手順を考慮し࡚ࠊ具体的࡞案を࣓ࣔ整理しますࠋ 

 

㸰㸧研修の実施 

①講師の手配と研修準備 

各研修項目つい࡚ࠊ講師役を決ࠊࡵ水土㔛ネット等ࡢ事務手続ࡁ精通した者や組織運

営関すࡿ学識経験者依頼しますཷࠋ講際しࠊ項目ࡈศ担すࡿ等ࠊ特定ࡢ人物大

 ࠋ配慮しますうࡼい࡞ࡀこࡿࡀ負担࡞ࡁ

講師を中心ࠊ研修ࡢ準備をしますࠋ可能࡞限ࠊࡾ実際ࡢ事務内容ࡾࡼ実演すࡿ等ࠊ具

体的࡛ศࡾやすい研修ࡼࡿ࡞う心ࡀけますࠋ 

ղ研修の実施 

参加者ࡢ都合等ࡶ踏まえࠊࡽࡀ࡞研修日を決ࠊࡵ研修を実施しますࠋ 

 

年間ࡢ活動計画合わせࠊ書類作成時期ま࡛必要࡞研修を行いますࠋ 

 

࠙配慮事項ࠚ 

・作業参加者ࡀ意欲誇ࡾを持࡚ࡗ取ࡾ組ࠊࡳ活動を真実ࡾあࡢࡶࡿすࡿたࠊࡵ参加者

全員活動ࡢ意義を説明しࠊ理解を深ࡿࡵこࡀ㔜要࡛すࠋ 

 

点検／計画策定／ 研修  

 研修  
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第㸰章 実践活動㸦農地維持活動㸧 

㸯．農用地 

㸦㸯㸧遊休農地発生防Ṇのための保全管理  

 

 

 

 

 

࠙活動のࡽࡡいࠚ 

年度活動計画基࡙ࠊࡁ遊休農地等ࡢ草刈ࡾや害虫駆除等を適正行いࠊ農用地を耕作可能

 ࠋ大ษ࡛すࡀこࡿ保全管理す状態࡞

 

࠙活動の内容ࠚ 

農用地を耕作可能࡞状態すࡿたࠊࡵ草刈ࡾや

害虫駆除等を適正行いますࠋ 

草刈ࡾや害虫駆除等ࡢ活動を行ࡗた農用地ࠊࡣ

草刈ࡾや耕耘等を実施し࡚ࠊそࡢ後ࡢ営農活動

伴う耕起ࡀ滑行えࡼࡿう⥅続的࡞保全管理を

行いますࠋ 

またࠊ草刈ࡾや害虫駆除等併せ࡚ࠊ␏畔や法

面等ࡶ適ษ管理しࠊいつ࡛ࡶ農用地し࡚利用

可能࡞状態保全しますࠋ 

遊休農地等ࡀ原因࡛近隣ࡢほ場有害࡞害虫等

害ࠊ等ࡿ農薬を散ᕸすࠊࡣ場合ࡿ発生し࡚いࡀ

虫ࡢ駆除を行うࠊࡶ害虫ࡢすࡿ࡞ࡳ草

類を取ࡾ除ࡁますࠋ 

 

࠙配慮事項ࠚ 

長期わた࡚ࡗ耕作ࡀ見込࡞ࡵい農用地つい࡚ࠊࡣ雑草等ࡢ侵入や土壌侵食を防止すࡿた

まࡾあࡀ必要ࡿ農用地管理を検討す࡞つ長期的省力的ࠊビニ࣮ル࡛覆うビニ࣮ルマルチ等ࡵ

すࠋ 

 

 

 

 

 

 

農地の草刈ࡾ等や害虫駆除を適正に行い、耕作ྍ能࡞状態に農用地を保全管理

すࡿこと࡞ࠋお、既遊休農地についてࡣ、活動期間内に遊休農地を解消すࡿこ

とࠋ 

遊休農地とࡿ࡞おそࢀのあࡿ 

農用地の草刈ࡾ作業 

ビニ࣮ル࣐ルチした遊

休農地にࡿ࡞おそࢀの

あࡿ農用地 

 農用地  ／ 水路／農道／たࡵ池 

  遊休農地発生防止  ／␏畔・農用地法面・防風林等ࡢ草刈ࡾ／施設ࡢ適正管理／異常気象時ࡢ対応
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࠙遊休農地発生防Ṇのための保全管理ࠚ 

 

～活動例～ 

 

・活動対象 

遊休農地㸦2しぐ㸧  

・活動内容 

草刈࡚ࡗࡼࡾ病害虫ࡢ発生を防止すࠊࡶࡿ␏畔管理を行いࠊ水田し࡚いつ࡛ࡶ利用

可能࡞状態維持し࡚いますࠋ 

・活動時期 

作業6ࠊࡣ 月㸦ほ場作業や雑草ࡢ繁茂状況を考慮し࡚決定㸧ࠊ里 月㸦盆ࡢ時期向け࡚景観配慮

をすࡿたࡵ㸧ࡢ年２回実施しましたࠋ 

・参加者 

作業ࠕࠊࡣ農事改良組合ࠖࡢ数名ࡀ参加しましたࠋ 

  

 農用地  ／ 水路／農道／たࡵ池

遊休農地発生防止  ／␏畔・農用地法面・防風林等ࡢ草刈ࡾ／施設ࡢ適正管理／異常気象時ࡢ対応
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㸦㸰㸧畦畔・農用地法面・防風林等の草刈ࡾ 

㸯㸧畦畔・農用地法面等の草刈ࡾ 

 

 

 

 

 

 

 

࠙活動のࡽࡡいࠚ 

␏畔・農用地法面やࠊそࡢ周辺部ࡢ草刈ࡾ又ࡣ除草を行うこࠊ࡚ࡗࡼほ場内ࡢ作業性ࡢ

確保やࠊ病害虫ࡢ発生をప減すࡿこࡀ大ษ࡛すࠋ活動を行う際ࠊࡣ刈ࡾ取ࡗた草を放置すࡿ

こ等ࠊࡾࡼ農業生産や生活環境へࡢ支㞀ࡀ生ࡿࡌこ࡞ࡢいࡼう留意しますࠋ 

 

࠙活動の内容ࠚ 

雑草ࡢ草丈ࡀ高くࠊࡿ࡞草刈ࡾ機絡ࡳやすくࡿ࡞等作業効率ࡀ落ちࡿこࠊࡽ草丈ࡢ

పい時期行いますࠋ草刈ࠊࡣࡾ水田側ࡽ␏畔中央部向࡚ࡗ草を刈ࠊࡿ刈草ࡀ水田

落ちࡢࡿを防ࡄこࡁ࡛ࡀますࠋ水路草ࡀ落ちࡿ場合ࠊフォ࣮ク等を水路刺しࠊୗ流流

したワラやたい肥ࡁ敷ࠊࡾ置いた࡚ࡵ集積場所を決ࡣ刈草ࠋますࡁ除ࡾし࡚取うࡼい࡞ࢀ

 ࠋしますうࡼࡿ処理すし࡚適正ࡾ

ࡶࡿ配慮すうࡼい࡞落ち水田や水路ࡀ刈草ࠊࡣ場合ࡿ存置す場ࡢ刈草をそࠊ࠾࡞

 ࠋ大ษ࡛すࡀこࡿすうࡼい࡞ࡽ࡞㞀害ࡢ農作業や通行等ࠊ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ほ場内の作業性の確保、病害虫発生ప減等のために、活動計画書に位置付けた

農用地の畦畔・農用地法面やその周辺部の草刈ࡾ又ࡣ除草が行わࢀ、農業生産へ

の㞀害が生ࡌてい࡞いことࠋその㝿にࡣ、草刈ࡾ又ࡣ除草活動後の草を適正に処

理し、刈ࡾ取った場所に放置さࢀてい࡞いことࠋ又ࡣ、その場に存置すࡿ場合に

あってࡣ、農業生産・生活環境への支㞀が生ࡌてい࡞いことࠋ 

 

草刈ࡾ及び刈草処理状況 

 農用地／ 水路／農道／たࡵ池 

  遊休農地発生防止 ／␏畔・農用地法面・防風林等ࡢ草刈ࡾ／施設ࡢ適正管理／異常気象時ࡢ対応 

 ␏畔・農用地法面等ࡢ草刈ࡾ／防風林ࡢᯞ払い・ୗ草ࡢ草刈ࡾ  
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࠙配慮事項ࠚ 

・刈草ࡀ農業生産支㞀を与え࡞いこ加えࠊ地域ఫ民ࡢ迷惑࡞ࡽ࡞いࡼうࠊ適ษ処理す

 ࠋ大ษ࡛すࡀこࡿ

・草刈機ࠊࡣ作業者ࡢ体力や経験ࠊ現場ࡢ状況等合わせࠊ作業無理࡞ࡢいࡾࡼࠊ安全性ࡢ高い

 ࠋを利用しますࡢࡶ

必要ࡀくこ࠾࡚ࡗを行ࡾ草刈前ࡿ出穂すࠊうࡼい࡞移動し稲穂ࡽ雑草ࡀシ࣒࣓࢝・

࡛すࠋ 

・草刈ࡾ作業前ࠊࡣ空ࡁ缶や空ࡁ瓶等ࠊ怪ᡃつ࠾ࡿࡀ࡞そࡢࢀあ࡞ࡀࡢࡶࡿいこを確認しま

すࠋまたࠊ草刈ࡾ作業者ࠊࡣ肌を露出し࡞いࡼう長袖・長ズボンࡢ作業着を着用しࠊ防護࣓࢞

ネや防護手袋ࠊ耳栓を使用すࡿ等しࠊ安全留意しますࠋ 

・農用地ࡢ法面水路ࡀ接すࡿ場合ࠊࡣ水路ࡢ水位をୗ࡚ࡆ流ࢀを遅くすࡿ等ࠊࡾࡼ作業ࡢ

安全性ࡢ確保努ࡼࡿࡵうしますࠋ 

 

࠙畦畔・農用地法面等の草刈ࠚࡾ 

 

～活動例～ 

 

・活動対象 

農用地法面 

・活動内容 

集落内設置したࠕ土木委員会࡛ࠖ事前実施した点検活動ࡿࡼ点検結果基࡙い࡚ࠊ共同

作業計画を作成しࠊ草刈ࡾ作業を行いましたࠋ作業ࠊࡣୗ草ࡀ残ࡿ程度草刈ࡾ機や鎌࡛実施し

ましたࠋ 

・活動時期 

作業ࠊࡣ春㸦４月中旬：農繁期前ࡢほ場準備㸧ࠊ夏㸦８月上旬：雑草ࡢ繁茂ࡀ旺盛ࡿ࡞時期㸧

 ࠋ年２回実施しましたࡢ

・参加者 

集落内ࡢ農用地や㔛山ࡀ荒廃し࡚いくこへࡢ危機感ࠊࡽ非農業者を含ࡴ集落 70 戸ࡀ参加し

ましたࠋ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 農用地  ／ 水路／農道／たࡵ池

 遊休農地発生防止 ／␏畔・農用地法面・防風林等ࡢ草刈ࡾ／施設ࡢ適正管理／異常気象時ࡢ対応

 ␏畔・農用地法面等ࡢ草刈ࡾ／防風林ࡢᯞ払い・ୗ草ࡢ草刈ࡾ 
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㸰㸧防風林の枝払い・ୗ草の草刈ࡾ 

 

 

 

 

 

 

࠙活動のࡽࡡいࠚ 

ほ場隣接すࡿ防風林やそࡢ周辺࠾い࡚ࠊᯞ払いࠊ草刈ࠊࡾ除草等ࡢ対策ࠊࡾࡼ防風林

こࡿたᯞや草を放置すࡗ取ࡾ刈ࠊࡣ活動を行う際ࠋ大ษ࡛すࡀ維持管理を行うこ࡞適ษࡢ

等ࠊࡾࡼ農業生産や生活環境へࡢ支㞀ࡀ生ࡿࡌこ࡞ࡢいࡼう留意しますࠋ 

 

࠙活動の内容ࠚ 

防風林ࠊࡣ農用地へࡢ風を弱ࡿࡵこࠊࡾࡼ表土ࡢ飛散や作物ࡢ風害を緩和すࡿこ役

立࡚ࡗいますࠋ 

一般ࠊ防風林ࡣ樹高ࡀ高いほ防風範ᅖࡣ広くࠊࡾ࡞風ࡢ弱まࡿ範ᅖࡣ風上側࡛木ࡢ高さ

約ࡢ 5倍ࠊ風ୗ側࡛ 20 倍程度ࡢ距離いわ࡚ࢀいますࠋ 

防風林ࡢ効果を維持し࡚いくたࠊࡣࡵ必要応࡚ࡌ次ࡼࡢう࡞維持管理を行うこࡀ大ษ

࡛すࠋ 

 

㸰㸫㸯㸧 枝払い、剪定、 梢

しࡻう

頭

とう

刈ࡾ 

ᯞ払いや剪定等を行う場合ࠊࡣ樹高側ᯞࡢ調整を図ࠊࡾそࡢ後ࡢ伸長ࠊࡾࡼ防風機能ࡀ

必要࡞時期理想的࡞密閉度を確保すࡿこࡀ大ษ࡛すࠋ剪定やᯞ払いࡢ程度ࠊࡣ樹種ࡗࡼ

࡚ᯞࡢ再生力伸長状態ࡀ異ࡿ࡞たࠊࡵ植栽間隔ࠊ樹勢ࠊ時期等ࡢ諸条件を考慮し࡚決ࡿࡵ必

要ࡀあࠊ࡛ࡢࡿ専門家相談しますࠋ 

梢頭刈ࠊࡣࡾ樹高やᯞ張ࡀ揃ࡗた防風林すࡿたࠊࡵ生長しすࡂた幹やᯞࡢ先端をษࡿ作

業࡛すࠋ 

またࠊ剪定ࠊᯞ払いࠊࡣ防風効果を維持しつつࠊ

健全࡞林ศ状況を維持すࡿたࡵ行う作業࡛すࠋ

ᯞ先ࡀ密生した防風樹を春季剪定すࠊࡿ日照

条件ࡀ良好ࡾ࡞ますࠋまたࠊ林内ࡢ風通しࡀ良

くࡿ࡞たࠊࡵ病虫害ࡢ発生ࡶ少࡞くࡾ࡞ますࠋ 

 

㸰㸫㸰㸧 ୗ草の草刈ࡾ 

病虫害ࡢ発生をప減すࡿたࡵ必要応࡚ࡌୗ

草ࡢ草刈ࡾ等を行うこࡶ大ษ࡛すࠊ࠾࡞ࠋᯞ払

いしたᯞや刈ࡾ取ࡗた草等ࡣ適正処理しますࠋ 

 

ほ場隣接の防風林やその周辺部の枝払い、草刈ࡾ又ࡣ除草等の作業にࡾࡼ、適

正࡞管理を行うことࠋこの㝿にࡣ、枝払いや草刈ࡾ又ࡣ除草活動後の草等を適正

に処理し、刈ࡾ取った場所に放置さࢀてい࡞いことࠋ又ࡣ、その場に存置すࡿ場

合にあってࡣ農業生産・生活環境への支㞀が生ࡌてい࡞いことࠋ 

防風林の枝払い 

 農用地  ／ 水路／農道／たࡵ池 

 遊休農地発生防止 ／␏畔・農用地法面・防風林等ࡢ草刈ࡾ／施設ࡢ適正管理／異常気象時ࡢ対応 

 ␏畔・農用地法面等ࡢ草刈ࡾ／ 防風林ࡢᯞ払い・ୗ草ࡢ草刈ࡾ  
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࠙配慮事項ࠚ 

・枯死木や生長不良木ࡢ多い箇所࡛ࠊ防風機能ࡢపୗを防ࡄたࠊࡵ補植すࡿこࡀ必要࡛すࠋ 

・ୗ草刈ࡾやᯞ払いを行う場合ࠊࡣ機械ࡢ操作十ศ注意します㸦 １㸧␏畔・農用地法面等

た25 ࡾ草刈ࡢ 参照㸧ࠋ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 農用地／ 水路／農道／たࡵ池

 遊休農地発生防止 ／␏畔・農用地法面・防風林等ࡢ草刈ࡾ／施設ࡢ適正管理／異常気象時ࡢ対応

 ␏畔・農用地法面等ࡢ草刈ࡾ／ 防風林ࡢᯞ払い・ୗ草ࡢ草刈ࡾ 
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㸦㸱㸧施設の適正管理 

㸯㸧鳥獣害防護柵の適正管理 

 

 

 

 

࠙活動のࡽࡡいࠚ 

鳥獣害防護柵つい࡚ࠊࡣ防護柵周辺ࡢୗ草刈ࡾや設置した施設ࡢ簡易補修等を行うこ

 ࠋ大ษ࡛すࡀこࡿ保全管理す状態ࡿࡁ維持࡛ࡀ鳥獣被害防止機能ࠊࡾࡼ

 

࠙活動の内容ࠚ 

対象すࡿ動物࡚ࡗࡼ防護柵ࡢ管理方法違いࡣあࡾま

すࠊࡀ一般的ࡣ以ୗ留意すࡿ必要ࡀあࡾますࠋ 

ձ柵を設置した場所ࡢ周ᅖࡢ木ࡢᯞࡀ伸びࠊࡿそこࡽ侵

入し࡚くࡿたࠊࡵ適宜ࠊᯞࡢ除去を行う必要ࡀあࡾますࠋ 

ղ電気柵ࠊࡣ雑草ࡀ生えࡿ雑草ࡢ影響࡛漏電状態ࠊࡾ࡞

効果࡞ࡀくࡿ࡞たࠊࡵ適宜草刈ࡀࡾ必要࡛すࠋ草刈ࡾ同

時断線箇所ࡢ補修ࡶ行いますࠋ 

 

 

春先ࡢ動物ࡢ活動ࡀ活発ࡿ࡞前や収穫期前等ࠊ点検ࡢ結果基࡙ࡁ損傷箇所ࡢ簡易࡞

補修を行うほࠊ適宜ࠊ点検を実施しࠊ草刈ࡾや補修を行う必要ࡀあࡾますࠋ 

 

࠙配慮事項ࠚ 

・林道入ࡾ口や人ࡢ往来ࡢあࡿこࠕࡣࢁ注意看板ࠖを立࡚ࡿ必要ࡀあࡾますࠋ 

・感電防止ࡢたࠊࡵ長ࠊࢶࢢビニ࣮ル手袋を着用し࡚作業すࡿ必要ࡀあࡾますࠋ 

・効果的・効率的࡞被害防除を行うたࠊࡣࡵ防護柵ࡢ設置ࡔけ࡛ࡣ十ศ࡛࡞ࡣくࠊそࡢ他ࡢ

被害防止策ࠊ個体数管理ࠊ生息環境管理ࡢ取組を総合的推進すࡿこࡀ㔜要࡛あࠊࡾ市町

村等十ศ連携を図࡚ࡗ取ࡾ組ࡴこࡀ必要࡛すࠋ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

鳥獣被害防Ṇのための防護柵のୗ草刈ࡾや簡易補修等にࡿࡼ適正࡞管理を行う

ことࠋ 

防護柵周辺のୗ草刈ࡾ 

 農用地  ／ 水路／農道／たࡵ池 

遊休農地発生防止 ／␏畔・農用地法面・防風林等ࡢ草刈ࡾ／施設ࡢ適正管理／異常気象時ࡢ対応 

鳥獣害防護柵ࡢ適正管理 ／ 防風ネットࡢ適正管理 
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࠙鳥獣害防護柵の適正管理ࠚ 

 

～活動例～ 

 

・活動対象 

農用地ࡢ山側設置したイࣀシシ対策ࡢたࡢࡵ電気柵。1畦500m) 

・活動内容 

電気柵ࠊࡣ農家組合ࡀ設置しࠊ農家組合ࡀ中心࡚ࡗ࡞保全管理をし࡚いますࠋ管理ࡢ内容ࠊࡣ

積雪後ࡢ断線箇所ࡢ修復やࠊ雑草・繁茂ࡿࡼ電気柵漏電防止ࡢたࡢࡵ除草剤ࡢ散ᕸ等࡛すࠋ 

・活動時期 

㸱月断線箇所ࡢ修復を半日程度6ࠊ 月除草剤散ᕸを行いましたࠋ 

・参加者 

家庭菜園ࡢ被害ࡶあࡿこࠊࡽ農業者非農業者ࡀ共同࡛作業しましたࠋ 

 

  

 農用地  ／ 水路／農道／たࡵ池

遊休農地発生防止 ／␏畔・農用地法面・防風林等ࡢ草刈ࡾ／施設ࡢ適正管理／異常気象時ࡢ対応

鳥獣害防護柵ࡢ適正管理 ／ 防風ネットࡢ適正管理
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㸰㸧防風ネットの適正管理 

 

 

 

࠙活動のࡽࡡいࠚ 

防風ネットつい࡚ࠊࡣୗ草刈ࡾや設置した施設ࡢ簡易補修等を行うこࠊࡾࡼ防風機能

 ࠋ大ษ࡛すࡀこࡿ保全管理す状態ࡿࡁ維持࡛ࡀ

 

࠙活動の内容ࠚ 

① 防風ネットの管理 

未使用時ࠊࡣ可能࡞限ࡾ取ࡾ外し࡚収納し࡚࠾くこ

 ࠋ必要࡛すࡀ

またࠊネットࡢ取ࡾ付け部ࡣ力ࡿࡀたࠊࡵ適正

ࡀネット支柱ࠊ際ࡢこࠋ付け金具を使用しますࡾ取࡞

接触すࡿこࡀࢁ錆びたࠊࡾ表面ࡀ滑࡞࡛ࡽい場合ࠊ

雑草等ࡢ繁茂ࡾࡼネットࡀ破ࢀやすく࡛ࡢࡿ࡞注意ࡀ

必要࡛すࠋ 

 

 

ྎ風等ࡢ暴風雨ࡢ前ࠊࡣ農作物や施設ࡢ保護ࡢたࠊࡵネット支柱ࡢ間ࡢ緩ࡳや破損

等ࡢ状況を確認しࠊ必要応࡚ࡌ補修を行いますࠋ農産物ࡢ収穫後ࡢ飛砂ࡀ発生すࡿ秋ࡽ

春先ࡢ時期状況確認や補修を行うこࡶ必要࡛すࠋ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

防風ネットのୗ草刈ࡾや簡易補修等にࡿࡼ適正࡞管理を行うことࠋ 

防風ネットの設置状況 

 農用地  ／ 水路／農道／たࡵ池 

遊休農地発生防止 ／␏畔・農用地法面・防風林等ࡢ草刈ࡾ／施設ࡢ適正管理／異常気象時ࡢ対応 

鳥獣害防護柵ࡢ適正管理 ／ 防風ネットࡢ適正管理 
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㸦㸲㸧異常気象時の対応 

㸯㸧異常気象後の見回ࡾ 

 

 

 

 

࠙活動のࡽࡡいࠚ 

ྎ風や豪雪ࠊ洪水ࠊ地震等ࠊ施設破損࠾ࡢそࡀࢀあࡿ異常気象等ࡀ治まࡗた後ࠊࡣ安全を

確認した後ࠊ␏畔ࠊ排水口ࠊ法面等ࡢ見回ࡾࡼࡾ状況ࡢ把握を行うこࡀ大ษ࡛すࠋ 

 

࠙活動の内容ࠚ 

異常気象等後ࠊࡣ水田内ࡳࡈ等ࡀ流࡚ࢀいたࠊࡾ排水口ࡀ塞࡚ࢀࡀいたࠊࡾ␏畔や法面

 ࠋを行い状況を把握しますࡾつい࡚見回等い࡞い࡚ࢀ崩ࡀ

異常を確認した場合ࠊࡣ図面㸦概␎図㸧や写真࣓ࣔࠊ等を作成し࡚ࠊ関係機関へࡢ連絡や

補修作業役立࡚ますࠋ記録つい࡚ࡣ保管しますࠋ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

࠙配慮事項ࠚ 

見回ࠊࡣࡾ␏畔や法面ࡀ崩ࢀやすく࡚ࡗ࡞いࡿこࡀあࡾますࠊ࡛ࡢ十ศ気をつけ࡚複数人

࡛見回ࡾを行࡚ࡗୗさいࠋ㔜大࡞異常を発見した場合ࠊࡣ早急水土㔛ネットや市町村等ࡢ関

係機関連絡しますࠋ 

 

 

 

 

 

 

 

洪水・台風・地震・豪雪等の異常気象等が治まった後に、十分に安全を確認し

た上࡛、畦畔、排水口、法面等の見回ࡾを行い、状況を把握すࡿことࠋ 

水田へのゴミの流入状況 法面の崩壊状況 

 農用地  ／ 水路／農道／たࡵ池

遊休農地発生防止 ／␏畔・農用地法面・防風林等ࡢ草刈ࡾ／施設ࡢ適正管理／異常気象時ࡢ対応

異常気象時ࡢ見回ࡾ ／ 防風ネットࡢ適正管理
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㸰㸧異常気象後の応急措置 

 

 

 

 

࠙活動のࡽࡡいࠚ 

異常気象等後ࡢ見回ࡢࡾ結果ࠊ␏畔や農用地法面等㞀害ࡀ生࡚ࡌいࡿ場合ࠊࡣ応急措置を

行いࠊ施設ࡢ機能を維持࡛ࡿࡁ状態保全管理すࡿこࡀ大ษ࡛すࠋ 

 

࠙活動の内容ࠚ 

␏畔ࠊࡣ土ࡢう等ࡾࡼ本来ࡢ高さや幅を確保しますࠋ 

農用地法面ࠊࡣ水ࡳちࡢ状態や法面ࡢ侵食状況ࠊࡽ土を補充し࡚締ࡵ固ࠊࡿࡵ砕石ࠊ土

 ࠋう等を用い࡚補修しますࡢ

土を補充し締ࡵ固ࡿࡵ場合ࠊࡣ安全を確保しつつ侵食部ศを整形しࠊ補充用ࡢ土混合すࡿ

等盛土ࡀ地盤ࡼくࡼࡴࡌ࡞うしますࠋ 

 

࠙配慮事項ࠚ 

・長大࡞法面ࠊࡣ法尻ࡢ小規模࡞侵食ࡀ大࡞ࡁ被害つࡿࡀ࡞こࡀあࠊ࡛ࡢࡿ早急࡞補修ࡀ

必要࡞場合ࡀあࡾますࠋ一方ࠊ地すࡾ地域࡛ࠊࡣ補修伴うわ࡞ࡎ法面整形ࡀ地すࡾ

を誘発すࡿ場合ࡶあࠊ࡛ࡢࡿ大࡞ࡁ被害ࡀ予想さࡿࢀ場合ࠊࡣ市町村や水土㔛ネット等

連絡しࠊ補修対策等を依頼しますࠋ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

異常気象等後の見回ࡾの結果、農用地に㞀害が生ࡼࡿࡌう࡞状況࡛あࡿ場合、

必要に応ࡌて応急措置を行うことࠋ 

 農用地  ／ 水路／農道／たࡵ池 

遊休農地発生防止 ／␏畔・農用地法面・防風林等ࡢ草刈ࡾ／施設ࡢ適正管理／異常気象時ࡢ対応 

異常気象時ࡢ見回ࡾ ／ 異常気象後ࡢ応急措置 
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 㸰．水路 

㸦㸯㸧水路の草刈ࡾ 

㸯㸧水路の草刈ࡾ 

 

 

 

 

 

 

 

 

࠙活動のࡽࡡいࠚ 

活動計画書位置付けた水路やそࡢ周辺部ࡢ草刈ࡾ又ࡣ除草を行うこࠊࡾࡼ開水路ࡢ通

水能力を維持すࠊࡶࡿ病害虫ࡢ発生をప減したࠊࡾ水路法面ࡢ点検や管理をしやすくす

農業生産や生活ࠊࡾࡼ等こࡿた草を放置すࡗ取ࡾ刈ࠊࡣ活動を行う際ࠋ大ษ࡛すࡀこࡿ

環境へࡢ支㞀ࡀ生ࡿࡌこ࡞ࡢいࡼう留意しますࠋ 

 

࠙活動の内容ࠚ 

雑草ࡢ草丈ࡀ高くࠊࡿ࡞草刈ࡾ機絡ࡳやすくࡿ࡞等作業効率ࡀ落ちࡿこࠊࡽ草丈ࡢ

పい時期行いますࠋ草刈ࠊࡣࡾ水路法面ࡢ上向࡚ࡗ草を刈ࠊࡿ刈草ࡀ水路内落ちࡿ

ୗ流ࠊࡾࡼ刺す等フォ࣮ク等を水路ࠊ場合ࡿ落ちࡀ草水路ࠋますࡁ࡛ࡀこࡄを防ࡢ

流࡞ࢀいࡼうし࡚取ࡾ除ࡁますࠋ刈草ࡣ集積場所を決࠾࡚ࡵく等ࠊ適宜ࠊ適正処理すࡼࡿ

うしますࠋ 

ࡶࡿ配慮すうࡼい࡞落ち水田や水路ࡀ刈草ࠊࡣ場合ࡿ存置す場ࡢ刈草をそࠊ࠾࡞

 ࠋ必要࡛すࡀこࡿすうࡼい࡞ࡽ࡞㞀害農作業や通行等ࠊ

 

࠙配慮事項ࠚ 

・刈草ࡀ農業生産支㞀を与え࡞いこ加えࠊ地域ఫ民ࡢ迷惑࡞ࡽ࡞いࡼうࠊ適ษ処

理すࡼࡿう留意します 

・草刈機ࠊࡣ作業者ࡢ体力や経験ࠊ現場ࡢ状況等合わせࠊ作業無理࡞ࡢいࡾࡼࠊ安全性ࡢ

高いࡢࡶを利用しますࠋ 

あࡀく必要࠾࡚ࡗ࡞を行ࡾ草刈前ࡿ出穂すࠊうࡼい࡞移動し稲穂ࡽ雑草ࡀシ࣒࣓࢝・

 ࠋますࡾ

・草刈ࡾ作業前ࠊࡣ空ࡁ缶や空ࡁ瓶等ࠊ怪ᡃつ࠾ࡿࡀ࡞そࡢࢀあ࡞ࡀࡢࡶࡿいこを確認

しますࠋまたࠊ草刈ࡾ作業者ࠊࡣ肌を露出し࡞いࡼう長袖・長ズボンࡢ作業着を着用しࠊ

防護࣓࢞ネや防護手袋ࠊ耳栓を使用すࡿ等しࠊ安全留意しますࠋ 

・水路ࡢ水位をୗࠊࡆ流ࢀを遅くすࡿ等ࠊ作業ࡢ安全性ࡢ確保努ࡼࡿࡵうしますࠋ 

通水機能の維持、病害虫発生ప減等のために、活動計画書に位置付けた水路や

その周辺部の草刈ࡾ又ࡣ除草が行わࢀ、通水機能等に㞀害が生ࡌてい࡞いことࠋ

この㝿にࡣ、草刈ࡾ又ࡣ除草活動後の草を適正に処理し、刈ࡾ取った場所に放置

さࢀてい࡞いことࠋ又ࡣ、その場に存置すࡿ場合にあってࡣ、農業生産・生活環

境への支㞀が生ࡌてい࡞いことࠋ 

 農用地  ／ 水路 ／農道／たࡵ池

草刈ࡾ ／ 泥上ࡆ ／ 附帯施設ࡢ適正管理 ／ 異常気象時ࡢ対応

草刈ࡾ ／ ポンプ場ࠊ調整施設等ࡢ草刈ࡾ
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 ࠙水路の草刈ࠚࡾ 

 

～活動例～ 

 

・活動対象 

開水路 

・活動内容 

水土㔛ネットࠊࡀ農地維持活動࡛取ࡾ組ࡴ用水路ཷࡢけ持ち範ᅖを決定しࠊほ場周ࡢࡾ水路

つい࡚ࡣ個々ࡢ農家ࡀ␏畔等ࡢ草刈ࡾ同時実施すࡿこしましたࠋ 

・活動時期 

4 月水路ࡢ草刈ࡾ泥上ࡆを実施し6ࠊ 月夏場ࡢ雑草ࡢ繁茂を抑えࡿたࡵ草刈ࡾを実施し

ましたࠋ具体的࡞作業日ࠊࡣ水利組合役員ࡀ決定しましたࠋ 

・参加者 

作業ࠊࡣ農業者加えࠊ非農業者ࡢ集落ఫ民ࡶ参加ࠋ 

 

 農用地  ／ 水路 ／農道／たࡵ池 

草刈ࡾ ／ 泥上ࡆ ／ 附帯施設ࡢ適正管理 ／ 異常気象時ࡢ対応 

草刈ࡾ ／ ポンプ場ࠊ調整施設等ࡢ草刈ࡾ 



- 27 - 

㸰㸧ポンプ場、調整施設等の草刈ࡾ 

 

 

 

 

 

 

 

 

࠙活動のࡽࡡいࠚ 

活動計画書位置付けたポンプ場ࠊ調整施設ࠊ営農飲雑用水施設等ࡢパイプライン附帯施設やそࡢ

周辺部ࡢ草刈ࡾ又ࡣ除草を行うこࠊࡾࡼ病害虫ࡢ発生をప減したࠊࡾポンプ場等ࡢ点検や管理を

しやすくすࡿこࡀ大ษ࡛すࠋ活動を行う際ࠊࡣ刈ࡾ取ࡗた草を放置すࡿこ等ࠊࡾࡼ農業生産や

生活環境へࡢ支㞀ࡀ生ࡿࡌこ࡞ࡢいࡼう留意しますࠋ 

 

࠙活動の内容ࠚ 

雑草ࡢ草丈ࡀ高くࠊࡿ࡞草刈ࡾ機絡ࡳやすくࡿ࡞等作業効率ࡀ落ちࡿこࠊࡽ草丈ࡢపい時

期行いますࠋ草刈ࠊࡣࡾ法面ࡢ上部向࡚ࡗ草を刈ࠊࡿ刈草ࡀフ࣒࣮ポンࢻ等ࡢ中落ちࡿ

 ࠋしますうࡼࡿ処理す適正ࠊ適宜ࠊく等࠾࡚ࡵ集積場所を決ࡣ刈草ࠋますࡁ࡛ࡀこࡄを防ࡢ

農ࠊࡶࡿ配慮すうࡼい࡞落ち水田や水路ࡀ刈草ࠊࡣ場合ࡿ存置す場ࡢ刈草をそࠊ࠾࡞

作業や通行等支㞀を生ࡌさせ࡞いこࡀ必要࡛すࠋ 

 

࠙配慮事項ࠚ 

・刈草ࡀ農業生産支㞀を与え࡞いこ加えࠊ地域ఫ民ࡢ迷惑࡞ࡽ࡞いࡼうࠊ適ษ処理すࡿ

 ࠋ留意しますうࡼ

・草刈機ࠊࡣ作業者ࡢ体力や経験ࠊ現場ࡢ状況等合わせࠊ作業無理࡞ࡢいࡾࡼࠊ安全性ࡢ高いࡶ

 ࠋを利用しますࡢ

 ࠋますࡾあࡀく必要࠾࡚ࡗ࡞を行ࡾ草刈前ࡿ出穂すࠊうࡼい࡞移動し稲穂ࡽ雑草ࡀシ࣒࣓࢝・

・草刈作業前ࠊࡣ空ࡁ缶や空ࡁ瓶等ࠊ怪ᡃつ࠾ࡿࡀ࡞そࡢࢀあ࡞ࡀࡢࡶࡿいこを確認しますࠋ

またࠊ安全留意しますࠋ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

活動計画書に位置付けたポンプ場、調整施設、営農飲雑用水施設等のパイプラ

イン附帯施設やその周辺部の草刈ࡾ又ࡣ除草が行わࢀ、農業生産等への㞀害が生

ࡾ除草活動後の草を適正に処理し、刈ࡣ又ࡾ草刈、ࡣこの㝿にࠋいこと࡞ていࡌ

取った場所に放置さࢀてい࡞いことࠋ又ࡣ、その場に存置すࡿ場合にあってࡣ、

農業生産・生活環境への支㞀が生ࡌてい࡞いことࠋ 

 農用地  ／ 水路 ／農道／たࡵ池

草刈ࡾ ／ 泥上ࡆ ／ 附帯施設ࡢ適正管理 ／ 異常気象時ࡢ対応

草刈ࡾ ／ ポンプ場ࠊ調整施設等ࡢ草刈ࡾ
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㸦㸰㸧水路の泥上げ 

㸯㸧水路の泥上げ 

 

 

 

 

 

 

࠙活動のࡽࡡいࠚ 

活動計画書位置付けた水路つい࡚泥上ࡆを行うこࠊࡾࡼ通水能力を維持すࡿこࡀ

大ษ࡛すࠋ活動を行う際ࠊࡣ泥上ࡆした土砂を放置すࡿこ等ࠊࡾࡼ農業生産や生活環境へ

 ࠋ留意しますうࡼい࡞ࡢこࡿࡌ生ࡀ支㞀ࡢ

 

࠙活動の内容ࠚ 

通水期前泥上ࡆを行うこࡀ大ษ࡛すࠋ 

泥上ࡆした土砂ࠊࡣ水路ࡢ補修や␏畔ࡢさ上ࡆ利用すࠊࡿ農業生産支㞀を与え࡞い

こ加えࠊ地域ఫ民ࡢ迷惑࡞ࡽ࡞いࡼうࠊ適ษ処理すࡼࡿう留意しますࠋ 

特ࠊఫ宅地周辺࡛ࠊࡣ風塵発生ࡢ原因ࠊ࡛ࡢࡿ࡞そࡢまま放置し࡞い࡛あࡵࡌࡽ決ࡵ

た集積場所集積すࡿ等ࠊ適ษ処理すࡼࡿうしますࠋ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

࠙配慮事項ࠚ 

・泥上ࡆした土砂ࠊࡣ農業生産支㞀を与え࡞いこ加えࠊ地域ఫ民ࡢ迷惑࡞ࡽ࡞いࡼう

 ࠋ留意しますうࡼࡿ処理す適ษࠊ

・泥上ࡆ時ࡳࡈ等ࡀあࡿ場合ࠊࡣ各自治体ࡢ取ࡾ決ࡵ従࡚ࡗศ別し࡚収集しますࠋ泥上ࡆ

 ࠋ必要࡛すࡀ配慮た作業ศ担ࡌ応年齢等ࡢ参加者ࠊࡾ㔜労働࡛あࡣ

・またࠊ泥上ࡆした土砂ࡢ中ࢻࠊジョ࢘等ࡢ生物ࡀいࡿ場合ࠊࡣ生態系ࡢ保全ࡢ観点ࠊࡽ

水路戻すいう配慮ࡀ必要࡛すࠋ㸦第４章 農村環境ࡢ保全 生物ࡢ生活史を考慮した適正

管理 た236 参照㸧 

活動計画書に位置付けた水路の泥上げを実施し、通水機能に㞀害が生ࡌてい࡞

いことࠋこの㝿にࡣ、泥上げした土砂を適正に処理し、その場所に放置さࢀてい

農業生産・生活環境への支、ࡣ場合にあってࡿその場に存置す、ࡣ又ࠋいこと࡞

㞀が生ࡌてい࡞いことࠋ 

水路の泥上げ状況 

 農用地  ／ 水路 ／農道／たࡵ池 

草刈ࡾ ／ 泥上ࡆ ／ 附帯施設ࡢ適正管理 ／ 異常気象時ࡢ対応 

泥上ࡆ ／ ポンプ場ࠊ調整施設等ࡢ草刈ࡾ 
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࠙水路の泥上げࠚ 

 

～活動例 1～ 

 

・活動対象 

集落内ࡢ主要࡞水路 

・活動内容 

泥上ࡆした土砂等ࠊࡣ空ࡁ缶・ペットボトル等ࡳࡈࡢをศ別したうえ࡛ࠊ水路法面土砂を塗ࡾ込

地農業者毎ࡢ個々ࡿ該当すࠊࡣつい࡚水路ࡢࡾほ場周ࠊ࠾࡞ࠋ処理しました等適ษࡿ整形すࡳ

先管理࡚泥上ࡆを実施し࡚いますࠋ 

・活動時期 

いࡢࢀࡎ作業ࠊࡶ水路ࡢ安定通水ࡢたࠊࡵ通水前ࡢ㸱月ୗ旬４ࡽ月上旬実施しましたࠋ 

・参加者 

農業者地域ఫ民ࡀ参加 

 

～活動例 2～ 

 

・活動対象 

地区内ࡢ排水路 総延長 6.3ずm 

・活動内容 

本地区࡛ࠊࡣ雨水ࡶ排水路流ࢀ込ࡴこࠊࡽ排水不良を防止すࡿたࡵ自治会し࡚泥上ࡆ活

動参加しましたࠋ 

・活動時期 

非ࡀࢇい期ࡢ 2 月１回実施しましたࠋ 

・参加者 

自治会活動し࡚全世帯ࡀ参加 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 農用地  ／ 水路 ／農道／たࡵ池

草刈ࡾ ／ 泥上ࡆ ／ 附帯施設ࡢ適正管理 ／ 異常気象時ࡢ対応

泥上ࡆ ／ ポンプ場ࠊ調整施設等ࡢ草刈ࡾ
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㸰㸧ポンプ吸水槽等の泥上げ 

 

 

 

 

 

 

࠙活動のࡽࡡいࠚ 

活動計画書位置付けたポンプ吸水槽等つい࡚泥上ࡆを行うこࠊࡾࡼポンプ吸水槽ࡢ容量

を維持すࡿこࡀ大ษ࡛すࠋ活動を行う際ࠊࡣ泥上ࡆした土砂を放置すࡿこ等ࠊࡾࡼ農業生産

や生活環境へࡢ支㞀ࡀ生ࡿࡌこ࡞ࡢいࡼう留意しますࠋ 

 

࠙活動の内容ࠚ 

通水期前泥上ࡆを行うこࡀ大ษ࡛すࠋ 

泥上ࡆした土砂ࠊࡣ水路ࡢ補修や␏畔ࡢ嵩上ࡆ利用すࠊࡿ農業生産支㞀を与え࡞いこ

加えࠊ地域ఫ民ࡢ迷惑࡞ࡽ࡞いࡼうࠊ適ษ処理すࡼࡿう留意しますࠋ 

またࠊఫ宅地周辺࡛ࠊࡣ風塵発生ࡢ原因ࠊ࡛ࡢࡿ࡞そࡢまま放置し࡞い࡛あࡵࡌࡽ決ࡵた集

積場所集積すࡿ等ࠊ適ษ処理すࡼࡿうしますࠋ 

 

࠙配慮事項ࠚ 

・泥上ࡆした土砂ࠊࡣ農業生産支㞀を与え࡞いこ加えࠊ地域ఫ民ࡢ迷惑࡞ࡽ࡞いࡼうࠊ

適ษ処理すࡼࡿう留意しますࠋ 

・泥上ࡆ時ࡳࡈ等ࡀあࡿ場合ࠊࡣ各自治体ࡢ取ࡾ決ࡵ従࡚ࡗศ別し࡚収集しますࠋ泥上ࡣࡆ㔜

労働࡛あࠊࡾ参加者ࡢ年齢等࡛土砂ࡢ多い所ࠊ少࡞い所等ࠊ作業ศ担配慮ࡀ必要࡛すࠋ 

・またࠊ泥上ࡆした土砂ࡢ中ࢻࠊジョ࢘等ࡢ生物ࡀいࡿ場合ࠊࡣ生態系ࡢ保全ࡢ観点ࠊࡽ水路

 生活史を考慮した適正管理ࡢ保全 生物ࡢ㸦第４章 農村環境ࠋ必要࡛すࡀいう配慮戻す

た236 参照㸧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

活動計画書に位置付けたポンプ吸水槽等の泥上げを実施し、施設機能に㞀害が

生ࡌてい࡞いことࠋこの㝿にࡣ、泥上げした土砂を適正に処理し、その場所に放

置さࢀて い࡞いことࠋ又ࡣ、その場に存置すࡿ場合にあってࡣ、農業生産・生

活環境への支㞀が生ࡌてい࡞いことࠋ 

 農用地  ／ 水路 ／農道／たࡵ池 

草刈ࡾ ／ 泥上ࡆ ／ 附帯施設ࡢ適正管理 ／ 異常気象時ࡢ対応 

泥上ࡆ ／ ポンプ場ࠊ調整施設等ࡢ草刈ࡾ 
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㸦㸱㸧施設の適正管理 

㸯㸧んがい期前の注油 

 

 

 

 

࠙活動のࡽࡡいࠚ 

活動計画書位置付けたパイプラインࡢ制水弁等へࡢ注油を行うこࠊࡾࡼパイプラインࠊポ

ンプ場ࠊ調整施設ࠊ営農飲雑用水施設等ࡢ機能ࡀ維持࡛ࡿࡁ状態保全管理すࡿこࡀ大ษ࡛すࠋ 

 

࠙活動の内容ࠚ 

 ࠋつい࡚注油を行います制水弁等い期前ࡀࢇ

㸯-㸯㸧制水弁等の軸部への注油 

軸ཷけ等ࡢ摩擦面適量を注油しࠊ管理運転等を行うこࡾࡼ潤滑油を充ศ摩擦面行

 ࠋせますᒆࡁ

潤滑油つい࡚ࠊࡣ温度ࡿࡼ⢓度変化ࡢ小さい油剤ࠊ酸化対すࡿ抵抗性ࡢ大࡞ࡁ油剤

潤ࡢた半個体ࡐ等を混ࢇ石け鉱物油ࡣࢫリ࣮ࢢࠋいます࡚ࢀ多く使用さࡀࢫリ࣮ࢢし࡚

滑油剤࡛すࠋ摩擦面⢓着し࡚ࠊ摩擦熱࡛ࢢリ࣮ࡢࢫ一部ࡀ溶け࡚潤滑効果をあࠊࡆ長期間

ࢢップ࢝い࡞乳化しࡶ࡚ࢀ触水ࢀ優耐水性ࠋますࡁ࡛ࡀこࡿ潤滑を維持す࡚ࡗわた

リ࣮ࡀࢫ一般的使用さ࡚ࢀいますࠋ 

 

㸯-㸰㸧グリ࣮ス等の塗布 

軸ཷけ部等ࡢ摩擦面ࡢ種類ࠊᮦ質ࠊ使用頻度

リ࣮ࢢ直接摩擦面ࠋ適宜塗ᕸします࡚ࡌ応

プࣞࢫࡣ又ࠊン࢞ࢫリ࣮ࢢࠊࡀを塗ᕸしますࢫ

࣮タイプを用いࡿ方法ࡀあࡾますࠋ 

 

࠙配慮事項ࠚ 

等しࡿ保護手袋をすࠊࡣࡁ扱うࡾ取ࠋますࡾあࡀ炎症を起こすこࡿࢀ触皮膚ࡀࢫリ࣮ࢢ・

࡚直接皮膚触࡞ࢀいࡼうしますࠋ 

 

 

 

 

 

 

 

活動計画書に位置付けた制水弁等への注油にࡾࡼ、施設機能に㞀害が生ࡌてい

 ࠋいこと࡞

グリ࣮スガンとスプレ࣮タイプのグリ࣮ス 

 農用地  ／ 水路 ／農道／たࡵ池

草刈ࡾ ／ 泥上ࡆ ／ 附帯施設ࡢ適正管理 ／ 異常気象時ࡢ対応

適正管理ࡢ保守管理 ／ 遮光施設ࡢト類等࣮ࢤ ／ 注油ࡢい期前ࡀࢇ
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㸰㸧ゲ࣮ト類等の保守管理 

 

 

 

 

 

࠙活動のࡽࡡいࠚ 

又ࠊ措置ࡢ防寒対策等ࡢ屋内保管・冬期間ࡢい期ࡀࢇ非ࠊࡣつい࡚ト・水門等施設࣮ࢤ

ࡿࡁ維持࡛ࡀ通水能力ࡢ水路ࠊࡂ劣化を防ࡿࡼ腐植ࠊࡾࡼ対策を行うこࡢ再塗装等ࠊࡣ

 ࠋ大ษ࡛すࡀこࡿ保全管理すうࡼ

 

࠙活動の内容ࠚ 

㸰-㸯㸧ゲ࣮トの被覆・屋内保存 

非ࡀࢇい期や冬期間ࠊ雪や雨等࣮ࢤࡿࡼトࡢ錆

さび

や損傷を防ࡄた࣮ࢤࠊࡵトを取ࡾ外し࡚屋内保存

したࠊࡾビニ࣮ル等ࡾࡼ被覆したࡾしますࠋ 

同時࣮ࢤࠊトࡢ機能診断や補修塗装ࠊ必要応ࡌ

࡚修理を行いますࠋ 

 

㸰-㸰㸧再塗装 

劣化した塗膜や錆を除去しࠊ再び塗装しますࠋ塗膜

す部ศ塗装ࡣしくࡶ全面塗装ࠊࡾࡼ程度ࡢ劣化ࡢ

 ࠋを判断しますࡿ

部ศ塗装ࡢ場合ࠊ劣化や錆ࡢ生ࡌた原因を調査しࠊそࡢ原因を考慮し࡚塗料を選択しますࠋ 

一般ࠊ塗装劣化程度ࡢ小さいうち行うこࡀ防食上有効࡛すࠋ 

 

㸯-㸱㸧ࡁめ細や࡞保全管理 

必要応࡚ࡌ管理運転を行う等ࠊ開水路附帯施設ࡢ長ᑑ命化ࡵࡁࠊࡣ細や࡞保守管理

 ࠋ有効࡛すࡀ

 

࠙配慮事項ࠚ 

・エポキシエࢫテル樹脂系ࡢ塗料ࡣ耐水性ࡀపいたࡵ注意ࡀ必要࡛すࠋ斎塗装を残し࡚塗装す

 ࠋ注意します合わせࡳ組ࡢ塗料ࡡ㔜ࡾ塗ࠊࡣ場合ࡿ

・再塗装ࠊࡣ斎塗装ࡢ劣化状況応ࡌた素地調整を行いますࠊࡀ斎塗装ࡢ㔜ࡡ合わせࡀ不良

࡛あࡿ場合ࣈࠊࡣラࢫト処理㸦鉄・砂・࢞ラࢫ等ࡢ粒子を吹ࡁ付け࡚表面を⢒くすࡿ処理㸧

等ࡀ必要ࡿ࡞たࠊࡵ専門家相談しますࠋ 

 

腐食等にࡾࡼ劣化しやすいゲ࣮ト・水門・除塵機等の開水路附帯施設の長ᑑ命

化に資すࡿため、非んがい期の屋内保管・冬期間の防寒対策等、塗料や被覆資

材の再塗布、管理運転等のࡁめ細や࡞保全管理を行うことࠋ 

ゲ࣮トの被覆状況 

※着雪ࡀ多い場合ࠊࡣハンࢻル部穴を開け

 ࠋࡿ

 農用地  ／ 水路 ／農道／たࡵ池 

草刈ࡾ ／ 泥上ࡆ ／ 附帯施設ࡢ適正管理 ／ 異常気象時ࡢ対応 

 適正管理ࡢ保守管理 ／ 遮光施設ࡢト類等࣮ࢤ ／ 注油ࡢい期前ࡀࢇ
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࠙ゲ࣮ト類等の保守管理の徹底ࠚ 

 

～活動例～ 

 

・活動対象 

A 水路ࡢ配水࣮ࢤト 

・活動内容 

腐食防止を目的࣮ࢤト防錆剤を塗ᕸしࠊビニ࣮ル袋㸦使用浶ࡳ肥料袋等㸧࡛覆い冬期ࡢ防寒

対策を実施しましたࠋ 

・活動時期 

活動ࠊࡣ非ࡀࢇい期ࡢ 10 月以降実施しましたࠋ 

・参加者 

農業者 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 農用地  ／ 水路 ／農道／たࡵ池

草刈ࡾ ／ 泥上ࡆ ／ 附帯施設ࡢ適正管理 ／ 異常気象時ࡢ対応

適正管理ࡢ保守管理 ／ 遮光施設ࡢト類等࣮ࢤ ／ 注油ࡢい期前ࡀࢇ



- 34 - 

㸱㸧遮光施設の適正管理 

 

 

 

 

࠙活動のࡽࡡいࠚ 

遮光施設ࡢ調整池ࡿ設置し࡚いࡵたࡿ損傷等を防止すࡢい施設ࡀࢇ通水㞀害やࡿࡼコ࢜

ࡁ維持࡛ࡀ効果ࡿࡼ遮光施設ࠊࡾࡼ対策を行うこࡢ簡易補修等ࠊた場合ࢀ確認さࡀ損傷等

 ࠋ大ษ࡛すࡀこࡿ保全管理す状態ࡿ

 

࠙活動の内容ࠚ 

ࡵたࡿを防止すࡾ目詰まࡢ散水器ࡢプリンクラ࣮等ࢫ通水㞀害やࡢ取水施設ࡿࡼ発生ࡢコ࢜

 ࠋ必要࡛すࡀ対策を行うこࡢ等ࡿ光を遮࡞必要増殖ࡢ植物プランクトンࠊ

調整池ኳ蓋を設置しࠊ日光を遮断すࡿこ࡛植物プランクトンࡢ増殖抑制を図ࡿこࡁ࡛ࡀま

すࡀࢇࠋい期間を通࡚ࡌ遮光しますࠋ 

遮光施設ࡢ紫外線ࡿࡼ劣化や風ࡿࡼ破損等つい࡚ࡣ必要応࡚ࡌ簡易補修を行いࠊ施設機

能ࡢ適正管理ࡀ大ษ࡛すࠋ 

 

࠙配慮事項ࠚ 

・固定型ࡢ場合ࠊࡣ調整池ࡢ構造や地盤ࡢ支持力配慮す

 ࠋますࡾあࡀ必要ࡿ

・浮揚型ࡢ場合ࠊࡣ非ࡀࢇい期間遮光施設ࡢ点検

 ࠋ収納を行いますࡶ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アオࢥにࡿࡼ通水㞀害やんがい施設の損傷等を防Ṇすࡿために設置していࡿ

遮光施設の簡易補修等の対策を行う等適正࡞管理を行うことࠋ 

  浮揚型の天蓋にࡿࡼ部分遮光 

 農用地  ／ 水路 ／農道／たࡵ池 

草刈ࡾ ／ 泥上ࡆ ／ 附帯施設ࡢ適正管理 ／ 異常気象時ࡢ対応 

 適正管理ࡢ保守管理 ／ 遮光施設ࡢト類等࣮ࢤ ／ 注油ࡢい期前ࡀࢇ
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㸦㸲㸧異常気象時の対応 

㸯㸧異常気象後の見回ࡾ 

 

 

 

 

 

࠙活動のࡽࡡいࠚ 

ྎ風や豪雪ࠊ洪水ࠊ地震等ࠊ施設破損࠾ࡢそࡀࢀあࡿ異常気象等ࡀ治まࡗた後ࠊࡣ安全を

確認した後ࠊ水路ࡼ࠾びパイプライン関連施設ࡢ見回ࡾࡼࡾ状況ࡢ把握を行うこࡀ大ษ

࡛すࠋ 

 

࠙活動の内容ࠚ 

異常気象等後ࠊࡣ水路や࣮ࢤト流木やࡳࡈ等ࡀ流࡚ࢀ詰まࡗたࠊࡾ取水口土砂ࡀ堆積

すࡿ等ࠊ通水や取水を阻害したࠊࡾ水路ࡢ法面ࡀ崩ࡿࢀ可能性ࡀあࡾますࠋ過去問題ࡗ࡞

たࡼう࡞箇所ࡣ特注意し࡚見回ࠊࡾ状況を把握しますࠋ 

異常を確認した場合ࠊࡣ図面㸦概␎図㸧や写真࣓ࣔࠊ等を作成し࡚ࠊ関係機関へࡢ連絡や

補修作業役立࡚ますࠋ記録つい࡚ࡣ保管しますࠋ 

 

࠙配慮事項ࠚ 

見回ࡢࡾ際ࠊࡣ水さࡀ増し࡚いたࡾ␏畔や法面ࡀ

崩ࢀやすく࡚ࡗ࡞いࡿこࡀあࡾますࠊ࡛ࡢ十ศ気を

つけ࡚複数人࡛見回ࡾを行࡚ࡗୗさいࠋ㔜大࡞異常を

発見した場合ࠊࡣ早急水土㔛ネットや市町村等ࡢ関

係機関連絡しますࠋ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

洪水・台風・地震・豪雪等の異常気象等が収まった後に、十分に安全を確認し

た上࡛、水路おࡼび地上部のパイプライン附帯施設㸦ポンプ場、調整施設等㸧の

見回ࡾを行い、施設状況を把握すࡿことࠋ 

ゲ࣮トへのࡳࡈや流木の流入状況 

 農用地  ／ 水路 ／農道／たࡵ池

草刈ࡾ ／ 泥上ࡆ ／ 附帯施設ࡢ適正管理 ／ 異常気象時ࡢ対応

見回ࡾ ／ 応急措置 
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㸰㸧異常気象後の応急措置 

 

 

 

 

 

࠙活動のࡽࡡいࠚ 

異常気象等後ࡢ見回ࡢࡾ結果ࠊ水路ࡼ࠾びパイプライン関連施設㞀害ࡀ生࡚ࡌいࡿ場合ࡣ

応急措置を行いࠊ各施設ࡢ能力ࡀ維持࡛ࡼࡿࡁう保全管理すࡿこࡀ大ษ࡛すࠋ 

 

࠙活動の内容ࠚ 

㸰-㸯㸧土砂や雑木の処理 

土砂や雑木等ࠊࡣ農業生産支㞀を与え࡞いこ加えࠊ地域ఫ民ࡢ迷惑࡞ࡽ࡞いࡼう

 ࠋ留意しますうࡼࡿ処理す適ษࠊ

 

㸰-㸰㸧倒木の処理 

倒木ࡢ大ࡁさ㸦長さやኴさ㸧や本数ࠊ流入状

況㸦上流ࡽ流入したࠊࡢ水路ࡢ周辺ࡢ樹木

情報㸦車両ࡢ水路ࠊ等㸧ࠊࡢࡿい࡛ࢇ込ࢀ倒ࡀ

必ࠊ把握し可否等㸧等を具体的ࡢࢀ入ࡾ乗ࡢ

要応࡚ࡌ倒木をษࡾ倒しますࠋ 

またࠊ水路脇軽トラックや運搬車ࡀ乗ࡾ入

乗ࠊ場所࡛ࡿい࡚ࢀ倒ࡀ倒木ࡣ場合ࡿࡁ࡛ࢀ

ࡁ一斍引水路脇等ࡣい場合࡞ࡁ࡛ࡀࢀ入ࡾ

上ࡆた後ࠊチ࣮࢙ンソ࣮を用い࡚運搬しやすい

大ࡁさษ断しますࠋ引ࡁ上ࡆ作業あた࡚ࡗ

やすい長さࡆ上ࡁ引事前࡚ࡌ応必要ࠊࡣ

ษ断し࡚࠾くこࡶ作業効率上考慮すࡿ必要ࡀ

あࡾますࠋ 

 

࠙配慮事項ࠚ 

・泥上ࡆ時ࡳࡈ等ࡀあࡿ場合ࠊࡣ各自治体ࡢ取ࡾ決ࡵ従࡚ࡗศ別し࡚収集しますࠋ 

・開水路ࡢ破損つい࡚ࠕࠊࡣ破損施設ࡢ補修ࠖ等を参考適ษ処理すࡿこࡀ必要࡛すࠋ 

・倒木等を処理すࡿ場合ࠊ倒木等ࡢ所有者ࡢ間調整ࡀ必要ࡿ࡞場合ࡀあࡾますࠋ 

・渇水時ࡢ取水操作ࡢ対応つい࡚ࠊࡶ事前参加者全員ࡀ理解し࡚࠾くこࡀ必要࡛すࠋ 

 

 

異常気象等後の見回ࡾの結果、水路おࡼび地上部のパイプライン附帯施設㸦ポ

ンプ場、調整施設等㸧に土砂や雑木等がࡿࢀࡽࡳ場合や水路の施設機能に㞀害が

生ࡼࡿࡌう࡞状況࡛あࡿ場合、必要に応ࡌて応急措置を行うことࠋ 

倒木の処理 

 農用地  ／ 水路 ／農道／たࡵ池 

草刈ࡾ ／ 泥上ࡆ ／ 附帯施設ࡢ適正管理 ／ 異常気象時ࡢ対応 

見回ࡾ ／ 応急措置  
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㸱．農道 

 㸦㸯㸧路肩・法面の草刈ࡾ 

 

 

 

 

 

 

 

࠙活動のࡽࡡいࠚ 

活動計画書位置付けた農道ࡢ路肩・法面やそࡢ周辺部ࡢ草刈ࡾ又ࡣ除草ࠊᯞ払いを行うこ

発生をప減ࡢ病害虫ࠊࡶࡿ維持すい状態࡞ࡀ㞀害通行や農業生産ࡢ農道ࠊࡾࡼ

したࠊࡾ農道法面ࡢ点検や管理をしやすくすࡿこࡀ大ษ࡛すࠋ活動を行う際ࠊࡣ刈ࡾ取ࡗた

草を放置すࡿこ等ࠊࡾࡼ農業生産や生活環境へࡢ支㞀ࡀ生ࡿࡌこ࡞ࡢいࡼう留意しま

すࠋ 

 

࠙活動内容ࠚ 

農道ࡢ路肩や法面࡛ࡢ病害虫ࡢ発生ࡢప減や施設ࡢ

点検や管理をしやすくすࡿたࡵ草刈ࡾを行いますࠋ 

雑草ࡢ草丈ࡀ高くࠊࡿ࡞草刈ࡾ機絡ࡳやすく࡞

行పい時期ࡢ草丈ࠊࡽこࡿ落ちࡀ等作業効率ࡿ

いますࠋ草刈ࠊࡣࡾ水田側ࡽ農道側向࡚ࡗ草を

刈ࠊࡿ刈草ࡀ水田落ちࡢࡿを防ࡄこࡁ࡛ࡀますࠋ

刈草ࡣ集積場所を決࠾࡚ࡵく等ࠊ適宜ࠊ適正処理す

 ࠋしますうࡼࡿ

ࡶࡿ配慮すうࡼい࡞落ち水田や水路ࡀ刈草ࠊࡣ場合ࡿ存置す場ࡢ刈草をそࠊ࠾࡞

 ࠋ必要࡛すࡀいこ࡞させࡌ支㞀を生農作業や通行等ࠊ

 

࠙配慮事項ࠚ 

・刈草ࡀ農業生産支㞀を与え࡞いこ加えࠊ地域ఫ民ࡢ迷惑࡞ࡽ࡞いࡼうࠊ適ษ処

理すࡼࡿう留意しますࠋ 

・草刈機ࠊࡣ作業者ࡢ体力や経験ࠊ現場ࡢ状況等合わせࠊ作業無理࡞ࡢいࡾࡼࠊ安全性ࡢ

高いࡢࡶを利用しますࠋ 

 ࠋますࡾあࡀを行う必要ࡾ草刈前ࡿ出穂すࠊうࡼい࡞移動し稲穂ࡽ雑草ࡀシ࣒࣓࢝・

・草刈ࡾ作業前ࠊࡣ空ࡁ缶や空ࡁ瓶等ࠊ怪ᡃつ࠾ࡿࡀ࡞そࡢࢀあ࡞ࡀࡢࡶࡿいこを確認

しますࠋまたࠊ草刈ࡾ作業者ࠊࡣ肌を露出し࡞いࡼう長袖・長ズボンࡢ作業着を着用しࠊ

防護࣓࢞ネや防護手袋ࠊ耳栓を使用すࡿ等しࠊ安全留意しますࠋ 

活動計画書に位置付けた農道の路肩・法面やその周辺部の草刈ࡾ又ࡣ除草、枝

払いが行わࢀ、通行及び農業生産に㞀害が生ࡌて࡞いࡼうにすࡿことࠋこの㝿に

ていࢀ取った場所に放置さࡾ除草活動後の草を適正に処理し、刈ࡣ又ࡾ草刈、ࡣ

農業生産・生活環境への支、ࡣ場合にあってࡿその場に存置す、ࡣ又ࠋいこと࡞

㞀が生ࡌてい࡞いことࠋ 

草刈ࡾの状況 

 農用地  ／ 水路 ／農道／たࡵ池

草刈ࡾ ／ 泥上ࡆ ／ 農道ࡢ適正管理 ／異常気象時ࡢ対応
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㸦㸰㸧側溝の泥上げ 

 

 

 

 

 

 

࠙活動のࡽࡡいࠚ 

活動計画書位置付けた農道側⁁ࡢ泥上ࡆを行うこࠊࡾࡼ通水機能を維持すࡿこࡀ大

ษ࡛すࠋ活動を行う際ࠊࡣ泥上ࡆした土砂を放置すࡿこ等ࠊࡾࡼ農業生産や生活環境へࡢ

支㞀ࡀ生ࡿࡌこ࡞ࡢいࡼう留意しますࠋ 

 

࠙活動の内容ࠚ 

泥上ࡆした土砂ࠊࡣ農道ࡢ補修や␏畔ࡢさ上ࡆ利用すࠊࡿ農業生産支㞀を与え࡞い

こ加えࠊ地域ఫ民ࡢ迷惑࡞ࡽ࡞いࡼうࠊ適ษ処理すࡼࡿう留意しますࠋ 

特ࠊఫ宅地周辺࡛ࠊࡣ風塵発生ࡢ原因ࠊ࡛ࡢࡿ࡞そࡢまま放置し࡞い࡛あࡵࡌࡽ決ࡵ

た集積場所集積すࡿ等ࠊ適ษ処理すࡼࡿうしますࠋ 

 

࠙配慮事項ࠚ 

・泥上ࡆした土砂ࠊࡣ農道ࡢ補修や␏畔ࡢさ上ࡆ

いこ࡞支㞀を与え農業生産ࠊࡿ利用す

加えࠊ地域ఫ民ࡢ迷惑࡞ࡽ࡞いࡼうࠊ適ษ

処理すࡼࡿう留意しますࠋ 

・泥上ࡆ時ࡳࡈ等ࡀあࡿ場合ࠊࡣ各自治体ࡢ取ࡾ

決ࡵ従࡚ࡗศ別し࡚収集しますࠋ泥上ࡣࡆ㔜労

働࡛あࠊࡾ参加者ࡢ年齢等࡛土砂ࡢ多い所ࠊ少࡞

い所等ࠊ作業ศ担配慮ࡀ必要࡛すࠋ 

 

 

  

活動計画書に位置付けた農道の側溝の泥上げを実施し、通水機能に㞀害が生ࡌ

てい࡞いことࠋこの㝿にࡣ、泥上げした土砂を適正に処理し、その場所に放置し

農業生産・生活環境への支、ࡣ場合にあってࡿその場に存置す、ࡣ又ࠋいこと࡞

㞀が 生ࡌてい࡞いことࠋ 

側溝の泥上げ 

 農用地  ／ 水路 ／農道／たࡵ池 

草刈ࡾ ／ 泥上ࡆ ／ 農道ࡢ適正管理 ／異常気象時ࡢ対応 



- 39 - 

 

 

࠙側溝の泥上げࠚ 

 

～活動例 1～ 

 

・活動対象 

農道側⁁ 150m 

・活動内容 

自治会ࡢ呼びけࠊࡾࡼ泥上ࡆを実施しましたࠋ泥上ࡆした土砂ࡣ道路法面等ࡢ整形活用

すࡿ等適ษ処理しましたࠋ 

・活動時期 

7 月ࡢ第 3日曜日実施しましたࠋ 

・参加者 

地区ࡢ全戸ࡀ参加しましたࠋ 

 

～活動例 2～ 

 

・活動対象 

地区内ࡢ農道㸦基幹的農道ࠊほ場内農道㸧6.5ずm  ࠋ区間ࡿい࡚ࢀ付設さࡀ⁁側ࠊうちࡢ

・活動内容 

機能診断・点検ࡢ結果を問わࠊࡎ時期を定࡚ࡵ土砂上ࡆを行࡚ࡗいますࠋまたࠊ自然災害等

 ࠋし࡚います作業を行うこࡆ泥上ࠊࡶ流入した場合ࡀ土砂側⁁内ࡾࡼ

・活動時期 

農作業を行う前ࡢ 5 月実施しましたࠋ 

・参加者 

集落内ࡢ全戸ࡀ参加しましたࠋ 

 

 

  

 農用地  ／ 水路 ／農道／たࡵ池

草刈ࡾ ／ 泥上ࡆ ／ 農道ࡢ適正管理 ／異常気象時ࡢ対応
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㸦㸱㸧農道の適正管理 

㸯㸧路面の維持 

 

 

 

 

࠙活動のࡽࡡいࠚ 

活動計画書位置付けた農道ࡢ路面雨水ࡀ⁀まࡗたࠊࡾ通行ࡢ㞀害ࡼࡿ࡞う࡞ฝพࡀ生

 ࠋ大ษ࡛すࡀこࡿ保全管理す適ษࠊࡾࡼ対策ࡢ補充を行う等ࡢ砂利ࠊࡣ場合ࡿい࡚ࡌ

 

࠙活動の内容ࠚ 

雨࡚ࡁ࡛ࡀࡳ窪路面ࠊい࡚࠾い農道࡞い࡚ࡗルトやコンクリ࣮ト等࡛舗装を行フࢫ

ኳ時水たまࠊࡁ࡛ࡀࡾ通行㞀害ࡀ生ࡼࡿࡌう࡞場合ࠊࡣ砂利ࡢ補充を行いますࠋ 

砂利ࡢ補充ࠊࡣ砂利を軽トラック積ࡳ込ࠊࡳ走行しࡽࡀ࡞路面ࡢ窪ࡳ部ศ砂利を落しࠊ

路面ࡀᖹࡼࡿ࡞ࡽうࢫࠊコップ等࡛敷ࡁ均しますࠋ砂利を敷ࡁ均す際ࠊࡣ後日ࡢ沈ୗศ

を考え࡚ࠊ若ᖸ高ࡵ盛ࡼࡿうしますࠋ 

路面全体ࡼࡴࡿࡠࡀう࡞こࠊࡣ࡛ࢁ路面ࡢ窪ࡔࡳけ࡛࡞くࠊ路面全体砂利や排水ࡢ良

い砂質系ࡢ土を敷ࡁ均しますࠋ 

実施時期ࠊࡣ共同作業計画基࡙ࡁ春ࡢ農作業前や秋ࡢ収穫作業ࡢ前行いますࠋ 

 

࠙配慮事項ࠚ 

・通行ࡢ㞀害ࡼࡿ࡞うࠊ࡞大࡞ࡁ窪ࡳや水たまࡿࡁ࡛ࡀࡾ前砂利ࡢ補充ࡼࡿࡁ࡛ࡀうࠊ今

ま࡛ࡢ路面ࡢ傷ࡳ方や通行状況ࡢ変化等を考慮し࡚ࠊ年度活動計画組ࡳ込ࡁ࠾࡛ࢇますࠋ 

・排水ࡀ悪く路面水たまࡿࡁ࡛ࡀࡾ場合ࠊࡣ路面ࡢ水を排水すࡿたࡵ排水⁁を設置しますࠋ 

 

 

活動計画書に位置付けた農道への砂利の補充を行う等、通行の㞀害とࡿ࡞程度

の路面のพฝを࡞くすࡼうにすࡿことࠋ 

共同作業にࡿࡼ砂利の敷ࡁ均し 雨࡛ࡳࡿࡠ、水たまࡾの࡛ࡁた農道 

 農用地  ／ 水路 ／農道／たࡵ池 

草刈ࡾ ／ 泥上ࡆ ／ 農道ࡢ適正管理 ／異常気象時ࡢ対応 
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・路面ࡢ傷ࡀࡳ激しく頻繁砂利ࡢ補充ࡀ必要࡞場合ࢫࠊࡣフルト等ࡿࡼ舗装ࡶ考え

路面ࠊ࡚ࡗࡼ共同作業ࡢ集落ࠊࡣい場合࡞通行しࡀく大型車両࡞少ࡀ交通量ࠋますࢀࡽ

ࡿࡵ固ࡵ土を締ࠊす等し࡚ࡀントや土壌硬化剤等を混合し࡚転圧㸦ロ࣮ラ࣮を転࣓ࢭ土ࡢ

こ㸧すࡿこ࡚ࡗࡼ簡易舗装を行うこࡶ考えࢀࡽますࠋ 

・活動ࡣ年度活動計画基࡙ࡁ実施しますࠊࡀ地先管理を行࡚ࡗいࡿ等個々ࡢ農家࡛行ࡗた

こࢁつい࡚ࠊࡣ活動後ࡢ状況つい࡚写真を撮ࠊࡾ対象組織ࡢ代表者ࡾࡀまࡵますࠋ 

 

࠙砂利の補充ࠚ 

 

～活動例 1～ 

・活動対象 

農道ࡢ砂利舗装区間ࡢうち 30m  区間ࡢ

・活動内容 

市ࡽ砂利ࡢ提供をཷけࠊそࡢ砂利を集落ࡀ用意した軽トラック等࡛運びࠊ農道ࡢ窪ࡔࢇ箇所

 ࠋ均しましたࡁコップ࡛敷ࢫ

・活動時期 

補充ࠊࡣ春秋ࡢ年２回㸦春：農作業を滑行うたࡢࡵ走行性を確保すࡿたࡵ 秋：夏場

พࡔࢇ箇所を早期補修すࡿたࡵ㸧実施しましたࠋ当地区࡛ࠊࡣ窪ࡔࢇ箇所を早期補修し࡚安

全性を確保すࠊࡶࡿ大規模࡞改修࡞ࡽ࡞いࡼうすࡿたࠊࡵ年２回ࡢ活動ࡀ必要認識

さ࡚ࢀいますࠋ 

・参加者 

農道ࡣ集落全体利用さࠊࡾ࠾࡚ࢀ作業ࡣ非農家を含ࡴ集落全体ࡀ参加しましたࠋ 

 

～活動例 2～ 

・活動対象 

農道ࡢ砂利舗装区間ࡢうち 40m  区間ࡢ

・活動内容 

機能診断ࡢ結果ࠊ通行㞀害ࡀあࡿ思わࢀた箇所つい࡚砂利ࡢ補充を行いましたࠋ 

・活動時期 

農作業前４ࡢ月上旬実施しましたࠋ 

・参加者 

水土㔛ネットࡢ指ᑟࠊࡶࡢ集落全体࡛実施しましたࠋ 

 

  

 農用地  ／ 水路 ／農道／たࡵ池

草刈ࡾ ／ 泥上ࡆ ／ 農道ࡢ適正管理 ／異常気象時ࡢ対応
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㸦㸲㸧異常気象時の対応 

㸯㸧異常気象後の見回ࡾ 

 

 

 

 

࠙活動のࡽࡡいࠚ 

ྎ風や豪雪ࠊ洪水ࠊ地震等ࠊ施設破損࠾ࡢそࡀࢀあࡿ異常気象等ࡀ治まࡗた後ࠊࡣ安全を

確認した後ࠊ農道ࡢ見回ࡾࡼࡾ状況ࡢ把握を行うこࡀ大ษ࡛すࠋ 

 

࠙活動内容ࠚ 

異常気象等ࡢ後ࠊࡣ道路や側⁁ࡳࡈ等ࡀ⁀ま࡚ࡗいたࠊࡾ道路ࡢ路肩や法面ࡀ崩࡚ࢀい

 ࠋますࡾあࡀた可能性ࡗいࡿ

異状を確認した場合ࠊࡣ図面㸦概␎図㸧や写真࣓ࣔࠊ等を作成し࡚ࠊ関係機関へࡢ連絡や

補修作業役立࡚ますࠋ記録つい࡚ࡣ保管しますࠋ 

 

 

 

 

 

 

 

 

࠙配慮事項ࠚ 

・道路ࡢ路肩や法面ࡀ崩ࢀやすく࡚ࡗ࡞いࡿこࡀあࡾますࠊ࡛ࡢ十ศ気をつけ࡚複数人࡛見

回ࡾを行࡚ࡗୗさいࠋ 

 

  

洪水、台風、地震、豪雪等の異常気象等が治まった後に、十分に安全を確認し

た上࡛、農道の見回ࡾを行い、施設状況を把握すࡿことࠋ 

道路法面の崩壊状況 
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࠙異常気象等後の見回ࠚࡾ 

 

～活動例～ 

 

・活動対象 

農道 波線 

・活動内容 

大雨後見回ࡾを行いࠊ路肩や山側法面等ࡢ状況注意しࠊࡽࡀ࡞水土㔛ネット関係者一

緒見回ࡾを行いましたࠋ側⁁ࡢ土砂ࡢ堆積状況ࠊ路面ࡢ亀裂や段差ࠊ山側・谷側法面ࡢ侵食ࠊ

倒木等ࡢ状況をࠊ予ࡵ用意した路線概␎図記入しࠊ写真ࡶ撮ࡾましたࠋ応急措置や補修作業

等を検討すࡿこしましたࠋ 

・活動時期 

大雨後㸦水土㔛ネット関係者等相談㸧 

・参加者 

水土㔛ネット関係者活動組織ࡢ農業者 3 名 
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㸰㸧異常気象後の応急措置 

 

 

 

 

࠙活動のࡽࡡいࠚ 

異常気象等後ࡢ見回ࡢࡾ結果ࠊ農道㞀害ࡀ生࡚ࡌいࡿ場合ࡣ応急措置を行いࠊ通行ࡀ維持

 ࠋ大ษ࡛すࡀこࡿ保全管理すうࡼࡿࡁ࡛

 

࠙活動の内容ࠚ 

㸰-㸯㸧土砂や雑木の処理 

土砂や雑木等ࠊࡣ農業生産影響を与え࡞いこ加えࠊ地域ఫ民ࡢ迷惑࡞ࡽ࡞いࡼう

 ࠋ留意しますうࡼࡿ処理す適ษࠊ

 

㸰-㸰㸧倒木の処理 

倒木ࡢ大ࡁさ㸦長さやኴさ㸧や本数ࠊ農道ࡢ情報㸦ࡢ程度ࡢ大ࡁさࡢ車両ࡀ乗ࡾ入࡛ࢀ

 ࠋ把握します㸧等を具体的ࡿࡁ

倒木ࡢ根ࡀ地山等ࡽ離࡚ࢀい࡞い場合ࠊࡣ必要応࡚ࡌษࡾ倒しࠊ軽トラックや運搬

車を乗ࡾ入ࠊࢀ運搬しますࠋ 

 

㸰-㸱㸧通行の確保 

大雨ࡢ後等ࠊ通行ࡢ㞀害ࡼࡿ࡞う࡞大࡞ࡁ窪ࡳや水たまࡀࡾあࡿ場合ࠊࡣ応急処置を行

う等速や対処しࠊ通行ࡢ確保努ࡵますࠋ 

 

࠙配慮事項ࠚ 

・何度ࡶ法面ࡀ崩ࡼࡿࢀう࡞場所ࠊࡣ植生等ࡾࡼ法面ࡢ保全を行いますࠋ 

・長大࡞法面ࡢ場合ࠊ法尻ࡢ小規模࡞侵食ࡀ大࡞ࡁ被害つࡿࡀ࡞こࡀあࠊࡾ早急࡞補修ࡀ

必要࡞場合ࡀあࡾますࠋ一方ࠊ地すࡾ地域等࡛ࠊࡣ補修伴うわ࡞ࡎ法面整形ࡀ地す

市町村や水土㔛ネット等ࠊࡣ場合ࡿࢀ予想さࡀ被害࡞ࡁ大ࠋますࡾあࡶ場合ࡿを誘発すࡾ

 ࠋ補修対策等を依頼しますࠊ連絡し

・倒木等を処理すࡿ場合ࠊ倒木等ࡢ所有者ࡢ間調整ࡀ必要ࡿ࡞場合ࡀあࡾますࠋ 

 

 

異常気象等後の見回ࡾの結果、農道に土砂や雑木等がࢀࡽࡳた場合や農道機能

に㞀害が生ࡼࡿࡌう࡞状況࡛あࡿ場合、必要に応ࡌて応急措置を行うことࠋ 
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㸲.ため池の保全管理 

㸦㸯㸧ため池の草刈ࡾ 

 

 

 

 

 

 

 

࠙活動のࡽࡡいࠚ 

活動計画書位置付けたたࡵ池やそࡢ周辺部ࡢ草刈ࡾ又ࡣ除草を行うこࠊࡾࡼたࡵ池法

面ࡢ点検や管理ࡀ容易ࡿ࡞こを通ࠊ࡚ࡌたࡵ池ࡢ貯水能力を維持すࠊࡶࡿ病害虫ࡢ

発生をప減したࠊࡾたࡵ池法面ࡢ点検や管理をしやすくすࡿこࡀ大ษ࡛すࠋ活動を行う際ࠊࡣ

刈ࡾ取ࡗた草を放置すࡿこ等ࠊࡾࡼ農業生産や生活環境へࡢ支㞀ࡀ生ࡿࡌこ࡞ࡢいࡼう

 ࠋ留意します

 

࠙活動の内容ࠚ 

水路や貯水面面した法面࡛ࠊࡣ斜面ࡢ上方刈上ࡼࡿࡆう行うࠊ刈草ࡀ水路やたࡵ池

内落ちࡢࡿを防ࡄこࡁ࡛ࡀますࠋ堤体法面ࡀ急勾配ࡢ場合ࠊࡣኳ端や小段等ࡢᖹ࡞ࡽ部

ศを足場しますࠋ 

刈草ࠊࡣ集積場所を決࠾࡚ࡵく等ࠊ適宜ࠊ適正処理すࡼࡿうしますࠊ࠾࡞ࠋ刈草をそࡢ

場存置すࡿ場合ࠊࡣ管理等㞀害࡞ࡽ࡞いࡼうしࠊまたࠊ刈草ࡀたࡵ池落ち࡞いࡼう

 ࠋ大ษ࡛すࡀこࡿす

 

 

活動計画書に位置付けたため池やその周辺部の草刈ࡾ又ࡣ除草を行い、ため池

の機能等に㞀害が生࡞ࡌいࡼうにすࡿことࠋこの㝿にࡣ、草刈ࡾ又ࡣ除草活動後

の草を適正に処理し、刈ࡾ取った場所に放置さࢀてい࡞いことࠋ又ࡣ、その場に

存置すࡿ場合にあってࡣ、ため池の機能及び農業生産・生活環境への支㞀が生ࡌ

 ࠋことࡿうにすࡼい࡞

ため池堤体の草刈ࡾ 
草刈ࡾをしたため池堤体 

㸦刈草の搬ฟ後の状態㸧 

 農用地  ／ 水路 ／農道／たࡵ池
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࠙配慮事項ࠚ 

・刈草ࠊࡀ地域ఫ民ࡢ迷惑࡞ࡽ࡞いࡼうࠊ適ษ処理すࡼࡿう留意しますࠋ 

・草刈機ࠊࡣ作業者ࡢ体力や経験ࠊ現場ࡢ状況等合わせࠊ作業無理࡞ࡢいࡾࡼࠊ安全性ࡢ

高いࡢࡶを利用しますࠋ 

・草刈ࡾ作業前ࠊࡣ空ࡁ缶や空ࡁ瓶等ࠊ怪ᡃつ࠾ࡿࡀ࡞そࡢࢀあ࡞ࡀࡢࡶࡿいこを確認

しますࠋまたࠊ草刈ࡾ作業者ࠊࡣ肌を露出し࡞いࡼう長袖・長ズボンࡢ作業着を着用しࠊ

防護࣓࢞ネや防護手袋ࠊ耳栓を使用すࡿ等しࠊ安全留意しますࠋ 

 

࠙ため池の草刈ࠚࡾ 

 

～活動例～ 

 

・活動対象 

地区内ࡢたࡵ池 3箇所を対象しましたࠋ 

・活動内容 

定期的࡞草刈ࡾをせࡎ放置し࡚࠾くࢇࠊ木ࡀ生え࡚堤体法面ࡢ崩壊つࡿࡀ࡞いう地

区内ࡢ共通認識ࠊࡶࡢ法面ࡢ点検作業ࡢ効率性や病害虫発生ࡢప減ࡢたࠊࡵ草刈ࡾを実施しま

したࠋ 

・活動時期 

作業ࠊࡣ年 2 回㸦4月ୗ旬6ࠊ月ୗ旬～7月中㸧実施しましたࠋ 

・参加者 

4 月ୗ旬ࡣ地域ఫ民を含࡚ࡵ実施し6ࠊ月ୗ旬～7月ࡣ営農組合員 10 名程度࡛実施しましたࠋ 
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㸦㸰㸧ため池の泥上げ 

 

 

 

 

 

 

࠙活動のࡽࡡいࠚ 

活動計画書位置付けたたࡵ池つい࡚ࠊ貯水容量ࡢపୗࡀ生࡚ࡌいࡿ点検結果ࡗ࡞た場

合ࠊ泥上ࡆを行࡚ࡗたࡵ池ࡢ貯水容量を確保すࡿこࡀ必要࡛すࠋこࡢ際ࠊ泥上ࡆした土砂を

放置すࡿこ等ࠊࡾࡼ農業生産や生活環境へࡢ支㞀ࡀ生ࡿࡌこ࡞ࡢいࡼう留意しますࠋ 

 

࠙活動の内容ࠚ 

泥上ࡢࡆ前ࠊ池底⁀ま࡚ࡗいࡿ空ࡁ缶や空ࡁ瓶ࠊペットボトル等ࡳࡈࡢや流木を取ࡾ除

クロ࣮ラタイプ㸦通称࡚ࡌ応状態ࡢ池底ࠊࡣ場合࡞可能ࡀࢀ入ࡾ乗ࡢ車両池底ࠋますࡁ

࡛キࣕタࣆラ呼ࡿࢀࡤタイプ㸧ࡢ不整地運搬車や四輪駆動ࡢ軽トラック等を乗ࡾ入ࠊࢀ直接

土砂を積ࡳ込ࠊࡳ搬出しますࠋ底土ࡀ多量ࡢ場合ࠊࡣ小型油圧ショ࣋ルを用い࡚ࠊ土砂さࡽ

い積ࡳ込ࡳを行いますࠋ 

池底直接車両ࡢ乗ࡾ入࡞ࡁ࡛ࡀࢀい場合ࠊࡣエンジン付小型運搬車や手押しࡢ一輪車を

使いࠊ土砂を積ࡳ込ࠊࡳ搬出しますࠋ必要応ࠊ࡚ࡌ堤体法面等ࡢ搬出経路ࡿ࡞場所ࠊラ

ダ࣮࣮ࣞル㸦渡し板㸧や幅広ࡢ板࣋ࠊニࣖ板等を設置しますࠋ 

泥上ࡆした土砂ࠊࡣ農作業や通行ࡢ㞀害࡞ࡽ࡞い場所を選定しࠊ集積し࡚積ࡳ上ࠊࡆ水ศ

をษࡾますࠋ水ษࡾした土砂ࠊࡣ土質応࡚ࡌそࡢままࠊ又ࡣ土壌固化剤を混合すࡿ等ࡢ安定

処理を行いࠊ法面や管理道路ࡢ補修ࠊ␏畔ࡢ嵩上ࡆ等利用すࡿこを検討しますࠊ࠾࡞ࠋ土

砂をそࡢ場存置すࡿ場合ࡶあࡾますࠋ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

活動計画書に位置付けたため池の泥上げを実施し、ため池の貯水機能に㞀害が

生࡞ࡌいࡼうにすࡿことࠋこの㝿にࡣ、泥上げした土砂を適正に処理し、その場

所に放置し࡞いこと、又ࡣ、その場に存置すࡿ場合にあってࡣ、農業生産・生活

環境への支㞀が生࡞ࡌいࡼうにすࡿことࠋ 

 

ため池に流入した土砂 ため池の泥上げ 
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࠙配慮事項ࠚ 

・泥上ࡆした土砂ࠊࡣ法面ࡢ補修や␏畔ࡢさ上ࡆ利用すࠊࡿ農業生産支㞀を与え࡞い

こ加えࠊ地域ఫ民ࡢ方へ迷惑࡞ࡽ࡞いࡼうࠊ適ษ処理すࡼࡿう留意しますࠋ 

・運搬車㸦最大積載量 1 トン以上㸧や小型油圧ショ࣋ルࡢ操縦ࠊࡣ労働安全衛生法基࡙く有

資格者等ࠊ作業経験ࡢあࡿ者ࡀ行いますࠋ 

・小型油圧ショ࣋ル等を用いࠊࡣࡁࡿ操縦者以外ࡢ作業者࣊ࡶル࣓ットを着用すࡿ等ࠊ作

業ࡢ安全留意しますࠋ 

・泥上ࡆした土砂ࡢ中ࢻࠊジョ࢘等生物ࡀいࡿ場合ࠊ生態系ࡢ保全ࡢ観点ࡽたࡵ池戻す

配慮ࡀ必要࡛すࠋ㸦第㸱章 農村環境ࡢ保全 生物ࡢ生活史を考慮した適正管理 た23里 参照㸧 

・泥上ࡆした土砂ࡢ中ࠊ外来種ࡀいた場合ࠊ駆除すࡿこࡀ必要࡛すࠋ㸦第４章 農村環境ࡢ

保全 外来種ࡢ駆除・刈ࡾ取ࡾ た244 参照㸧 
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㸦㸱㸧附帯施設の適正管理 

㸯㸧んがい期前の施設の清掃・防塵 

 

 

 

 

࠙活動のࡽࡡいࠚ 

活動計画書位置付けたたࡵ池ࡢ洪水吐や取水施設等ࡢ施設つい࡚ࡀࢇࠊい期前清掃ࠊ

除塵を行うこࠊࡾࡼたࡵ池ࡢ貯水及び配水等へࡢ支㞀ࡀ生ࡿࡌこ࡞ࡢいࡼうࠊ施設ࡢ機

能を維持すࡿこࡀ大ษ࡛すࠋ 

 

࠙活動の内容ࠚ 

や落ちࡳࡈࡢペットボトル等ࡿあࡢࢀそ࠾ࡿ取水を阻害すࠊ取水口周辺ࠊい期前ࡀࢇ

葉ࡀ吹ࡁ寄せ࡚ࢀࡽいࡿ場合ࠊࡣ柄杓

くࡷしࡦ

等࡛すくい上ࡆますࠋまたࠊ堤体上設置さࢀた࣮ࢤ

ト類ࡢ巻上ハンࢻル付近や栓付ࡢ斜樋等ࠊ配水ࡢたࡵ操作を行う必要ࡢあࡿ施設周辺草ࡀ

繁茂し࡚いࡿ場合ࡣ刈ࡾ取ࡾますࠋ 

洪水吐や取水施設等堆積し࡚いࡿ土砂ࠊ空ࡁ缶・ペットボトル等ࠊࡳࡈࡢ落ち葉等を取ࡾ

除ࠊࡁ草等ࡀ生え࡚いࡿ場合ࠊࡣ抜ࡁ取ࡾますࠋまたࠊ洪水吐ࡢ流入口付近水草ࡀ繁茂し

たࠊࡾ落ち葉やペットボトル等ࡳࡈࡢ等ࡀ吹ࡁ寄せ࡚ࢀࡽいࡿ場合ࠊࡣ柄杓等࡛すくい上ࡆ

ますࠋ 

 

 

活動計画書に位置付けたため池の施設について、清掃、除塵等の活動を行い、

ため池の貯水及び配水等機能に㞀害が生࡞ࡌいࡼうにすࡿことࠋ 
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㸰㸧管理道路の管理 

 

 

 

 

 

࠙活動のࡽࡡいࠚ 

活動計画書位置付けたたࡵ池ࡢ管理道路ࠊࡣたࡵ池ࡢ管理ࠊ適正࡞配水操作等ࡢたࡵ必

要࡞道路࡛すࠋこࡢたࠊࡵ必要応࡚ࡌ草刈ࡾや側⁁ࡢ泥上ࠊࡆ路面ࡢ補修等ࡢ対策を行うこ

 ࠋ大ษ࡛すࡀこࡿ維持すい状態࡞ࡀ支㞀管理ࠊࡾࡼ

 

࠙活動の内容ࠚ 

 㸰-㸯㸧草刈ࡾ 

雑草ࡢ草丈ࡀ高くࠊࡿ࡞草刈ࡾ機絡ࡳやすくࡿ࡞

等作業効率ࡀ落ちࡿこࠊࡽ草丈ࡢపい時期行いま

すࠋ刈草ࠊࡣ集積場所を決࠾࡚ࡵく等ࠊ適宜ࠊ適正処

理すࡼࡿうしますࠋ 

落ち池ࡵたࠊࡣ場合ࡿ存置す場ࡢ刈草をそࠊ࠾࡞

ࡼい࡞ࡽ࡞㞀害管理ࠊࡶࡿ配慮すうࡼい࡞

うすࡿこࡀ必要࡛すࠋ 

 

 㸰-㸰㸧泥上げ 

通水期前泥上ࡆを行うこࡀ大ษ࡛すࠋ 

泥上ࡆした土砂ࠊࡣ管理㞀害࡞ࡽ࡞いࡼう適ษ処理すࡼࡿう留意しますࠋ 

 

 㸰-㸱㸧路面の補修 

路面窪࡚ࡁ࡛ࡀࡳ雨水ࡀたまࠊࡾ管理ࡢ㞀害࡚ࡗ࡞いࡿ場合ࠊࡣ砂利を補充しますࠋ

補充した砂利ࠊࡣ路面ࡀᖹࡼࡿ࡞ࡽうࢫࠊコップ等࡛敷ࡁ均しますࠋ 

路面全体ࡼࡴࡿࡠࡀう࡞こࠊࡣ࡛ࢁ路面ࡢ窪ࡔࡳけ࡛࡞くࠊ路面全体砂利や排水ࡢ

良い砂質系ࡢ土を敷ࡁ均しますࠋ 

 

࠙配慮事項ࠚ 

㸰-㸯㸧草刈ࡾ 

・草刈機ࠊࡣ作業者ࡢ体力や経験ࠊ現場ࡢ状況等合わせࠊ作業無理࡞ࡢいࡾࡼࠊ安全性ࡢ

高いࡢࡶを利用しますࠋ 

・草刈ࡾ作業前ࠊࡣ空ࡁ缶や空ࡁ瓶等ࠊ怪ᡃつ࠾ࡿࡀ࡞そࡢࢀあ࡞ࡀࡢࡶࡿいこを確認

しますࠋまたࠊ草刈ࡾ作業者ࠊࡣ肌を露出し࡞いࡼう長袖・長ズボンࡢ作業着を着用しࠊ

防護࣓࢞ネや防護手袋ࠊ耳栓を使用すࡿ等しࠊ安全留意しますࠋ 

活動計画書に位置付けたため池の管理道路を適正に管理㸦草刈ࡾ、側溝の泥上

げ、通行の㞀害とࡿ࡞程度の路面のพฝの解消等㸧し、管理道路としての機能に

㞀害が生࡞ࡌいࡼうにすࡿことࠋ 

草刈ࡾした管理用道路 

 農用地  ／ 水路 ／農道／たࡵ池 

草刈ࡾ ／ 泥上ࡆ ／ 付帯施設ࡢ適正管理 ／ 異常気象時ࡢ対応 

 保守管理ࡢト類࣮ࢤ ／ 適正管理ࡢ管理 ／ 遮光施設ࡢ清掃・除塵 ／ 管理道路ࡢ施設ࡢい期前ࡀࢇ
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㸰-㸰㸧泥上げ 

・泥上ࡆした土砂ࠊࡣ管理ࡢ㞀害࡞ࡽ࡞いࡼうࠊ適ษ処理すࡼࡿう留意しますࠋ 

・泥上ࡆ時ࡳࡈ等ࡀあࡿ場合ࠊࡣ各自治体ࡢ取ࡾ決ࡵ従࡚ࡗศ別し࡚収集しますࠋ 

 

㸰-㸱㸧路面の補修 

・管理ࡢ㞀害ࡼࡿ࡞う࡞窪ࡳや水たまࡿࡁ࡛ࡀࡾ前路面ࡢ補修ࡼࡿࡁࡀうࠊ今ま࡛ࡢ路

面ࡢ傷ࡳ方を考慮し࡚共同作業計画組ࡳ込ࡁ࠾࡛ࢇますࠋ 

・大雨ࡢ後等ࠊ管理㞀害ࡢあࡿ箇所ࡀ確認さࢀた場合ࠊࡣ応急処置を行う等速や対処し

ますࠋ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 農用地  ／ 水路 ／農道／たࡵ池

草刈ࡾ ／ 泥上ࡆ ／ 付帯施設ࡢ適正管理 ／ 異常気象時ࡢ対応

保守管理ࡢト類࣮ࢤ ／ 適正管理ࡢ管理 ／ 遮光施設ࡢ清掃・除塵 ／ 管理道路ࡢ施設ࡢい期前ࡀࢇ
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㸱㸧遮光施設の適正管理 

 

 

 

 

࠙活動のࡽࡡいࠚ 

遮光ࡢ調整池ࡿ設置し࡚いࡵたࡿ損傷等を防止すࡢい施設ࡀࢇ通水㞀害やࡿࡼコ࢜

施設損傷等ࡀ確認さࢀた場合ࠊ簡易補修等ࡢ対策を行うこࠊࡾࡼ遮光施設ࡿࡼ効果ࡀ

維持࡛ࡿࡁ状態保全管理すࡿこࡀ大ษ࡛すࠋ 

 

࠙活動の内容ࠚ 

ࡿを防止すࡾ目詰まࡢ散水器ࡢプリンクラ࣮等ࢫ通水㞀害やࡢ取水施設ࡿࡼ発生ࡢコ࢜

たࠊࡵ植物プランクトンࡢ増殖必要࡞光を遮ࡿ等ࡢ対策を行うこࡀ必要࡛すࠋ 

調整池ኳ蓋を設置しࠊ日光を遮断すࡿこ࡛植物プランクトンࡢ増殖抑制を図ࡿこ࡛ࡀ

 ࠋ遮光します࡚ࡌい期間を通ࡀࢇࠋますࡁ

遮光施設ࡢ紫外線ࡿࡼ劣化や風ࡿࡼ破損等つい࡚ࡣ必要応࡚ࡌ簡易補修を行いࠊ施

設機能ࡢ適正管理ࡀ大ษ࡛すࠋ 

 

࠙配慮事項ࠚ 

・固定型ࡢ場合ࠊࡣ調整池ࡢ構造や地盤ࡢ支持力配慮すࡿ必要ࡀあࡾますࠋ 

・浮揚型ࡢ場合ࠊࡣ非ࡀࢇい期間遮光施設ࡢ点検ࡶ収納を行いますࠋ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 農用地  ／ 水路 ／農道／たࡵ池 

草刈ࡾ ／ 泥上ࡆ ／ 付帯施設ࡢ適正管理 ／ 異常気象時ࡢ対応 

 保守管理ࡢト類࣮ࢤ ／ 適正管理ࡢ管理 ／ 遮光施設ࡢ清掃・除塵 ／ 管理道路ࡢ施設ࡢい期前ࡀࢇ

アオࢥにࡿࡼ通水㞀害やんがい施設の損傷等を防Ṇすࡿために設置していࡿ

遮光施設の簡易補修等の対策を行う等適正࡞管理を行うことࠋ 



- 53 - 

㸲㸧ゲ࣮ト類の保守管理の徹底 

 

 

 

 

 

࠙活動のࡽࡡいࠚ 

非ࡀࢇい期ࡢ屋内保管・冬期間ࡢ防寒対策等ࡢ措置ࠊ又ࠊࡣ再塗装・ࢫフルト等ࡢ塗

ᕸ等ࡢ対策を行うこ࣮ࢤࠊࡾࡼト類等ࡢ腐食ࡿࡼ劣化を防止しࠊたࡵ池ࡢ取水能力ࡀ維

持࡛ࡼࡿࡁう保全管理すࡿこࡀ大ษ࡛すࠋ 

 

࠙活動の内容ࠚ 

㸲-㸯㸧準備作業 

保守管理を行う取水施設周辺ࡢ草を刈ࡾ取ࡳࡈࠊࡾ

等ࡀあࡤࢀ拾い集ࡵ清掃しますࠋ 

 

㸲-㸰㸧保守管理作業 

年度活動計画基࡙い࡚ࠊ落水期以ୗࡢ作業を行

いますࠋ再塗装つい࡚ࠊࡣ好ኳࡢ続く時期実施し

ますࠋ 

①取水塔 

金属部ศࡢ塗装ࡀ傷࡛ࢇいࡿ場合ࠊࡣ錆

さび

等を落し

た上࡛再塗装をしますࠋ 

ղ斜樋㸦ゲ࣮ト付㸧 

斜樋周辺堆積し࡚いࡿ土砂ࡀあࡤࢀ取ࡾ除ࡁますࠋ

金属部ศࡀ塗装さ࡚ࢀいࡿ場合ࠊࡣ傷ࡳ応࡚ࡌ錆

を落し࡚再塗装をしますࠋ 

劣ࡢ塗装ࠊࡶつい࡚や覆いࢫボックࡴトをᅖ࣮ࢤ

化㸦金属ࡢ場合㸧やࡦび割ࢀ㸦コンクリ࣮トࡢ場合㸧

を補修しますࠋ 

ճ斜樋㸦取水栓付㸧 

斜樋周辺堆積し࡚いࡿ土砂ࡀあࡤࢀ取ࡾ除ࡁますࠋ 

մࢧイホン用の硬質ゴム管等 

硬質࣒ࢦ管や塩ビチュ࣮ࣈ等を使用し࡚堤体上ࢧ

イ࣍ンを設置し࡚取水を行࡚ࡗいࡿ場合ࠊࡣこࡽࢀ

を水抜ࡁ・乾燥させた上࡛ࠊ屋内࡛保管しますࠋ仮設

屋内࡛保管ࠊ乾燥させた上࡛・ࡁ水抜ࠊࡶポンプ等ࡢ

しますࠋ特ࠊ冬季ࠊࡣ凍結させ࡞いࡼうしますࠋ 

腐食等にࡾࡼ劣化しやすいゲ࣮ト類等のため池付帯施設の長ᑑ命化に資すࡿた

め、非んがい期の屋内保管・冬期間の防寒対策、又ࡣ、塗料や被覆資材の再塗

布等のࡁめ細や࡞保全管理を行うことࠋ 

斜樋と取水栓 

斜樋と取水栓㸦ࢥンクリ࣮ト製品㸧

取水塔 

 農用地  ／ 水路 ／農道／たࡵ池

草刈ࡾ ／ 泥上ࡆ ／ 付帯施設ࡢ適正管理 ／ 異常気象時ࡢ対応

保守管理ࡢト類࣮ࢤ ／ 適正管理ࡢ管理 ／ 遮光施設ࡢ清掃・除塵 ／ 管理道路ࡢ施設ࡢい期前ࡀࢇ
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㸲-㸱㸧防寒対策 

㔝外露出し࡚いࣂࡿルࣈ・管路等凍結࠾ࡢそࡀࢀあࡿ場合ࠊࡣ当該箇所発泄ࢫチ

ロ࣮ルやྂᕸ等ࡢ保温ᮦを巻ࡁ付けた上࡛ࠊビニ࣮ルシ࣮ト࡛覆いますࠋ 

本格的࡞寒泅ࡀ到来すࡿ前ま࡛行いますࠋ 

 

࠙配慮事項ࠚ 

・取水施設大࡞ࡁ破損や機能㞀害ࡀあࡿ場合

 ࠋ連絡します関係機関ࠊࡣ

担当部署ࡢ市町村ࠊࡣ等を回収した場合ࡳࡈ・

 ࠋ処理します適ษࠊ渡す等ࡁ引

・再塗装あたࠊࡣ࡚ࡗ水性塗料を用いࡤࢀ溶剤

ࠊࡣࢀび割ࡦࡢコンクリ࣮ト部ศࠋ不要࡛すࡣ

作業しやすいࣀズル付ࡁ容器入ࣔࡢࡾルタル系

い࡚ࢀし࡚市販さ製品ࡀ用補修ᮦࢀび割ࡦࡢ

ます࣒࣮࣍ࡢ࣮࣮࣓࢝ࠋペ࣮ジや専門ࡢ販売店

等࡛ࠊ作業目的適合したࡢࡶを選びますࠋ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 イホン管㸦塩ビ製㸧ࢧ

 

取水塔の構造とゲ࣮ト位置 

 

斜樋㸦ゲ࣮ト付㸧の構造とゲ࣮ト位置 

 農用地  ／ 水路 ／農道／たࡵ池 

草刈ࡾ ／ 泥上ࡆ ／ 付帯施設ࡢ適正管理 ／ 異常気象時ࡢ対応 

 保守管理ࡢト類࣮ࢤ ／ 適正管理ࡢ管理 ／ 遮光施設ࡢ清掃・除塵 ／ 管理道路ࡢ施設ࡢい期前ࡀࢇ
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㸦㸲㸧異常気象時の対応 

㸯㸧 異常気象後の見回ࡾ 

 

 

 

 

࠙活動のࡽࡡいࠚ 

ྎ風や豪雪ࠊ洪水ࠊ地震等ࠊ施設破損࠾ࡢそࡀࢀあࡿ異常気象等ࡀ治まࡗた後ࠊࡣ安全を

確認した後ࠊたࡵ池や附帯施設等ࡢ見回ࡾࡼࡾ状況ࡢ把握を行うこࡀ大ษ࡛すࠋ 

 

࠙活動の内容ࠚ 

異常気象等ࡢ後ࠊࡣたࡵ池内ࡳࡈ等ࡀ流入し࡚いたࠊࡾ取水口ࡀ塞࡚ࢀࡀいたࠊࡾ堤体

異状をࠋ状況を把握しますࠊを行いࡾつい࡚見回等い࡞い࡚ࡌ生ࡀ等ࢀ崩ࠊ亀裂や㝗没

確認した場合ࠊࡣ図面㸦概␎図㸧や写真࣓ࣔࠊ等を作成し࡚ࠊ関係機関へࡢ連絡や補修作業

 ࠋ保管しますࡣつい࡚記録ࠋ役立࡚ます

㸯-㸯㸧堤体 

堤体亀裂や㝗没ࠊ崩ࢀ等ࡀ生࡚ࡌい࡞いを目視࡛点検しますࠋまたࠊ新た࡞漏水ࡢ発

生や漏水ࡀ通常ࡢ満水時ࡶࡾࡼ目立࡚ࡗ増え࡚いࡿ箇所࡞ࡀいを目視࡛点検しますࠋ 

 

㸯-㸰㸧洪水吐㸦一体管理すࡿୗ流側水路を含ࡴ㸧 

流木や土砂ࡳࡈࠊ等ࡀ堆積し࡚い࡞いを目視࡛点検しますࠋ 

 

㸯-㸱㸧貯水面 

流木や土砂ࡳࡈࠊ等ࡢ流入ࠊ倒木࡞ࡀい目視࡛点検しますࠋ特ࠊ取水施設や洪水吐付

近流木やࡳࡈ等࡞ࡀいを目視࡛点検しますࠋ 

 

࠙配慮事項ࠚ 

・堤体法面ࡀ崩ࢀやすく࡚ࡗ࡞いࡿこࡀあࡾますࠊ࡛ࡢ十ศ気をつけ࡚複数人࡛見回ࡾを行

関係機関へ連ࡢ水土㔛ネットや市町村等早急ࠊࡣ異状を発見した場合࡞㔜大ࠋୗさい࡚ࡗ

絡しますࠋ 

 

 

 

 

 

 

 

 

洪水、台風、地震、融雪等の異常気象等が治まった後に、十分に安全を確認し

た上࡛、ため池及び付帯施設の見回ࡾを行い、施設状況を把握すࡿことࠋ 

 農用地  ／ 水路 ／農道／たࡵ池

草刈ࡾ ／ 泥上ࡆ ／ 付帯施設ࡢ適正管理 ／ 異常気象時ࡢ対応

異常気象後ࡢ見回ࡾ／ 異常気象後ࡢ応急措置
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࠙異常気象等後の見回ࠚࡾ 

 

～活動例～ 

 

・活動対象 

波 池㸦たࡵ池㸧 

・活動内容 

大雨後見回ࡾを行うこしࠊ安全ࡢ確保注意しࠊࡽࡀ࡞水土㔛ネット関係者一緒

状況ࡢ把握を行いましたࠋ満水状態࡛ࠊ洪水吐ࡽ排水ࡀ流ୗし࡚いましたࠊࡀ洪水吐ୗ流

水路流木ࡀ集ま࡚ࡗいましたࠋ洪水吐ࡢ排水機能ࡀ維持࡛࡞ࡁい場合ࡣ堤体自体ࡢࡽ越流

ࡀ࡞注意しࡶ管理用道路ࠋ行いました状況確認を入念ࠊࡽこࡿあࡀࢀ恐ࡿ決壊すࡾࡼ

異࡞ࡁ大ࠊࡣつい࡚堤体ࠋましたࡾあࡀ支㞀通行ࡾࡼ数ヶ所࡛倒木ࠊࡀましたࡾ見回ࡽ

状ࡣ認ࡗ࡞ࢀࡽࡵたࡢࡢࡶୗ流側法面ࡢ一部ࡀ侵食さ࡚ࢀいましたࠋ 

予ࡵ用意したたࡵ池概␎図状況を記入ࡢ上ࠊ写真を撮ࠊࡾ応急措置や補修作業等を検討す

 ࠋしましたこࡿ

・活動時期 

大雨後㸦水土㔛ネット関係者等相談㸧 

・参加者 

水土㔛ネット関係者活動組織ࡢ農業者 3 名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 農用地  ／ 水路 ／農道／たࡵ池 

草刈ࡾ ／ 泥上ࡆ ／ 付帯施設ࡢ適正管理 ／ 異常気象時ࡢ対応 

異常気象後ࡢ見回ࡾ／ 異常気象後ࡢ応急措置 
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㸰㸧異常気象後の応急措置 

 

 

 

 

 

࠙活動のࡽࡡいࠚ 

異常気象等後ࡢ見回ࡢࡾ結果ࠊたࡵ池や附帯施設等㞀害ࡀ生࡚ࡌいࡿ場合ࠊࡣ応急措置等

を行いࠊたࡵ池ࡢ貯水能力ࡀ機能を維持࡛ࡼࡿࡁう保全管理すࡿこࡀ大ษ࡛すࠋ 

 

࠙活動の内容ࠚ 

㸰-㸯㸧土砂や雑木の処理 

土砂や雑木等ࠊࡣ農業生産影響を与え࡞いこ加えࠊ地域ఫ民ࡢ迷惑࡞ࡽ࡞いࡼう

 ࠋ留意しますうࡼࡿ処理す適ษࠊ

 

㸰-㸰㸧倒木の処理 

倒木ࡢ大ࡁさ㸦長さやኴさ㸧や本数ࠊ流入状況㸦上流ࡽ流入したࠊࡢたࡵ池ࡢ周辺ࡢ

樹木ࡀ倒ࢀ込࡛ࢇいࠊࡢࡿ等㸧ࠊたࡵ池ࡢ情報㸦落水ࡢ有無・時期ࠊ車両ࡢ乗ࡾ入ࡢࢀ可否

等㸧等を具体的把握しࠊ倒木等ࡢ除去作業をたࡵ池ࡢ貯水時すࠊࡿ落水後すࡿを

決ࡵますࠋ 

①貯水時࡛の作業 

堤体上やたࡵ池水面面した管理用道路へࡢ倒木ࡢ引ࡁ上ࡆ・除去ࡀ可能࡞場合等ࠊ貯水

状況ୗ࡛ࡢ作業ࡢ方ࡀ容易࡞場合やࠊ洪水吐や取水口を塞ࡄ等ࠊ倒木ࡀたࡵ池ࡢ機能支㞀

を及ࡰす࠾そࡀࢀあࡿ場合ࠊࡣ貯水時除去作業を行いますࠋ 

まࠊࡎ倒木を引ࡁ寄せ࡚引ࡁ上ࡿࡆた

࢘ࠊニックࣘࠊボ࣮トࠊ竿やロ࣮プࡢࡵ

インチࠊ滑車類ࠊ運搬・処理し易い大ࡁ

さษ断すࡿたࡢࡵチ࣮࢙ンソ࣮ࠊ運搬

軽トラックや運搬車等を手配しࡿ用い

ますࠋ 

次ࠊ水面上浮࡛ࢇいࡿ倒木を竿

やロ࣮プ等を用い࡚引ࡁ上ࡆ地点引ࡁ

寄せࠊロ࣮プを掛けた上࡛堤体上や管理

用道路上引ࡁ上ࡆますࠋ引ࡁ上ࡆ際

し࡚ࠊࡣ必要応࡚ࣘࡌニックや࢘イン

チࠊ滑車類を使用しますࠋ 

引ࡁ上ࡆた倒木ࠊࡣチ࣮࢙ンソ࣮を用いࠊ運搬しやすい大ࡁさษ断しますࠋษ断した倒

木ࠊࡣ軽トラックや運搬車積ࡳ込ࠊࡳ運び出しますࠋ 

異常気象等後の見回ࡾの結果、ため池に土砂や雑木等がࡿࢀࡽࡳ場合やため池

の施設機能に㞀害が生ࡼࡿࡌう࡞状況࡛あࡿ場合、必要に応ࡌて応急措置を行う

ことࠋ 

洪水吐に流ࢀ込んࡔ倒木 

 農用地  ／ 水路 ／農道／たࡵ池

草刈ࡾ ／ 泥上ࡆ ／ 付帯施設ࡢ適正管理 ／ 異常気象時ࡢ対応

異常気象後ࡢ見回ࡾ／ 異常気象後ࡢ応急措置
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ղ落水後の作業 

周辺ࡢ樹木ࡀ倒ࢀ込࡛ࢇいࡿ場合等ࠊ管理用道路等ࡽ直接倒木ࡢ除去࡞ࡁ࡛ࡀい場合等ࠊ

落水後࡛ࡢ作業ࡢ方ࡀ容易࡞場合や落水後ࡢ除去࡛ࡶ問題࡞い場合ࠊࡣ落水時除去作業を

行いますࠋ 

まࠊࡎ倒木ࡢ根ࡀ地山等ࡽ離ࢀ

࡚い࡞い場合ࠊࡣチ࣮࢙ンソ࣮を

用いࠊ倒木をษࡾ倒しますࠋ 

またࠊ池底内軽トラックや運搬

車ࡀ乗ࡾ入ࡿࡁ࡛ࢀ場合ࡣ倒木ࡀ

倒࡚ࢀいࡿ場所࡛ࠊ乗ࡾ入ࡁ࡛ࡀࢀ

一斍管理用道路上等ࡣい場合࡞

引ࡁ上ࡆた後ࠊチ࣮࢙ンソ࣮を用い

࡚運搬しやすい大ࡁさษ断しますࠋ

引ࡁ上ࡆ作業あたࠊࡣ࡚ࡗ必要

応࡚ࡌ事前引ࡁ上ࡆやすい長さ

ษ断し࡚ࡁ࠾ますࠋ 

 

࠙配慮事項ࠚ 

・周辺ࡢ樹木ࡀ倒ࢀ込࡛ࢇ発生した倒木つい࡚ࠊࡣ必要応࡚ࡌ根ࡶ除去しますࠋまたࠊ倒

木ࡢ発生ࠊ࡚ࡗࡼ根周辺ࡢ斜面ࡀ崩࡚ࢀいࡿ場合ࠊࡣ土ࡢうを積ࡴ等ࡢ補修を合わせ࡚行

いますࠋ 

・作業あたࠊࡣ࡚ࡗ機械等巻ࡁ込ま࠾ࡿࢀそ࡞ࡢࢀい服装࡛作業しますࣘࠋニックや࢘イ

ンチࠊ滑車類を使用すࡿ作業あたࠊࡣ࡚ࡗ不測ࡢ事故を防止すࡿた࣊ࠊࡵル࣓ットを着用

しますࠋチ࣮࢙ンソ࣮ࡢ使用あたࠊࡣ࡚ࡗ厚手ࡢ手袋㸦軍手ࡾࡼ革手袋ࡀ望ましい㸧を着

用すࡿほࠊ必要応࡚ࡌ防塵ࡡࡀࡵを使用しますࠋ 

・運搬車㸦最大積載量 1 トン以上㸧ࡢ操縦ࠊࡣ労働安全衛生法基࡙く有資格者等ࠊ作業経験

 ࠋますࡾ当たࡀ者ࡿあࡢ

・倒木等を処理すࡿ場合ࠊ倒木等ࡢ所有者ࡢ間調整ࡀ必要ࡿ࡞場合ࡀあࡾますࠋ 

・渇水時ࡢ配水対応つい࡚ࠊࡶ事前周知し࡚࠾く必要ࡀあࡾますࠋ 

・大雨ࡀ予想さࡿࢀ前ࠊ一体管理すࡿୗ流水路を含ࠊ࡚ࡵ洪水吐洪水吐ࡢ流入口付近を清

掃・除塵しますࠋ 

 

 

 

周辺の樹木が倒ࢀ込ん࡛生ࡌた倒木 

 農用地  ／ 水路 ／農道／たࡵ池 

草刈ࡾ ／ 泥上ࡆ ／ 付帯施設ࡢ適正管理 ／ 異常気象時ࡢ対応 

異常気象後ࡢ見回ࡾ／ 異常気象後ࡢ応急措置 
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地域資源ࡢ適ษ管理ࡢたࡢࡵ推進活動 

第㸱章 地域資源の適ษ管理のための推進活動 

 

 

 
 

࠙活動のࡽࡡいࠚ 

担い手農家へࡢ農地集積ࡢ加速化や農村地域ࡢ過疎化･高齢化ࡢ進行等ࡢ構造変化対応しࠊ

地域資源を適ษ保全管理し࡚いくこࡀ大ษ࡛すࠋ 

 
 

࠙活動内容ࠚ 

地域農業ࡢ将来像を皆さ࡛ࢇヰし合࡚ࡗ頂ࠊࡁ農地や水路等ࡢ地域資源ࠕࡢձ保全管理ࡢ

目標ࠖを定ࡵますࠋこࢀを踏まえࠊ地域࡛ࡳࡿࡄ取ࡾ組࡛ࢇいくࠕࡁղ保全管理ࡢ内容ࠖ

 ࠋますࡵմ取組内容ࠖを定ࠕࠊし࡚行動࡞具体的ࠊた上࡛ࡵճ取組方向ࠖを定ࠕࡢそ

こࡢࡽࢀ結果つい࡚ࠊࡣ活動計画書記載し࡚頂ࡁますࠊࡀいࡢࢀࡎ項目つい࡚ࠊࡶ

想定さࡿࢀ主࡞内容を活動計画書例示し࡚ࡾ࠾ますࠊ࡛ࡢ該当すࡿ項目ࡽ選択すࡿこ

 ࠋ内容を記載します項目ࡢ他ࡢそࠊࡣい場合࡞ࡀ該当項目ࠋ可能࡛すࡀ記載ࡾࡼ

対象組織内࡛検討を進ࡿࡵ際ࠊࡣ水田フル活用ビジョンや人・農地プラン࡛まࢀࡽࡵ

た農業振興や担い手ࡢ育成・確保ࡢ方向を踏まえ࡚ࠊ地域࡛ࡳࡿࡄ農地や水路等をࡼࡢう

 ࠋますࡾ࠾考え࡚たいࡁࡔいた࡚ࡵヰし合いを深ࠊࡢいく࡚ࡗ守

またࠊ活動計画書記載した取組ࡢ実践を通ࠊ࡚ࡌ地域資源ࡢ保全管理ࡢ体制ࡢ拡充・強

化を行࡚ࡗいたࡔく5ࠊࡶ 年間ࡢ活動期間終了時ࠕ地域資源保全管理構想ࠖし࡚ࠊ

目指すࡁ保全管理ࡢ姿ࠊそࢀ向け࡚取ࡾ組ࡁࡴ活動・方策等をࡾま࡚ࡵいたࡔく

こし࡚いますࠋ 

 

㸯．保全管理目標等の設定 

 

① 構造変化に対応した保全管理の目標の設定 

 

□ 地域内の中心経営体の育成・確保、農地集積を図ࡾ、中心経営体との役割分担や労力補

完にࡾࡼ保全管理を図࠙ࠋࡿ中心経営体型ࠚ 

 

中心経営ࠕࡿ経営体࡛あࡿ相当す経営体ࠖࡿ࡞中心ࡢ地域ࡢ今後ࠕࡢ人・農地プランࠖࠕ※

体ࠖࡢ役割ศ担や労力補完を図ࡿ地域等ࡀ該当 

 

□ 集落営農組織の構築・充実等を図ࡾ、集落を基礎とした農業生産体制の整備と合わせた

地域ࡳࡿࡄの保全管理を図࠙ࠋࡿ集落ࡳࡿࡄ型ࠚ 

 

※多数ࡢ小規模農家ࠊ兼業農家等ࡀ参画すࡿ形࡛ࡢ集落単位ࡢ営農一体的あࡿいࡣ連携した取

組を図ࡿ地域等ࡀ該当 

 

 

□ 地域外の農業生産法人や認定農業者等への農地集積を図ࡾ、地域外の経営体との協

力・役割分担にࡾࡼ保全管理を図࠙ࠋࡿ地域外経営体連携型ࠚ 

 

※地域外ࡢ大規模経営体等ࡢ入ࡾ作者地域内ࡢ農業者等ࡢ連携を図ࡿ地域等ࡀ該当 

 

構造変化に対応した保全管理の目標に基࡙いた活動を行うことࠋ 
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地域資源ࡢ適ษ管理ࡢたࡢࡵ推進活動

□ 広域的࡞農地利用の調整、近隣集落との連携、旧ᮧや水系単位等࡛の連携を図ࡾ、集落

間の相互の労力補完や広域的࡞活動にࡾࡼ保全管理を図࠙ࠋࡿ集落間・広域連携型ࠚ 

 

※活力あࡿ周辺集落ࡢ連携ࠊ複数集落࡛個々ࡢ集落を広域的支え合う体制ࡢ構築を図ࡿ地域

等ࡀ該当 

 

□ 地域住民の参画、地域外の団体や都市住民等との連携を図ࡾ、地域外を含め多様࡞地域

資源管理の担い手の確保にࡾࡼ保全管理を図࠙ࠋࡿ多様࡞参画・連携型ࠚ 

 

     ※資源向上支払࡛多様࡞主体ࡢ参画ࡿࡼ保全管理を進ࡿࡵ地域やࠊNPO 法人ࠊ企業等ࡢ連携

 該当ࡀ地域等ࡿ続を図⥅ࡢ農業生産ࡾࡼ

 

□ その他 

   㸦  地域ࡢ実情応ࡌた目標を対象組織ࡀ具体的設定                     㸧 

 

          

ղ 保全管理の内容 

今後ࠊ地域資源ࡢ適ษ࡞保全管理を図࡚ࡗいくたࠊࡵ地域࡛取ࡾ組࡛ࢇいくࡁ保全管

理ࡢ内容を選択しますࠋ 
 

 

□ 農地の利用集積の進展に伴う農用地に係ࡿ管理作業 

□ 高齢化の進行に伴う高齢農家の農用地に係ࡿ管理作業 

□ 不在ᮧ地主等の遊休農地に係ࡿ管理作業 

□ 農業者、地域住民等が担う共同利用施設の保全管理 

□ その他 

     例：景観保全資すࡿ地域࡛ࡳࡿࡄ行う農用地・施設ࡢ管理農地集積や 

水田フル活用対応した農業用水ࡢ適正管理 等 

 

ճ 取組の方向性 

保全管理ࡢ内容࡛選択した事項取ࡾ組ࡴたࠊࡵ今後進࡚ࡵいく取組ࡢ方向性を選択

しますࠋ 

 

□ 担い手との連携の強化、担い手の人材・機材を有効活用した活動の実施 

□ 入ࡾ作等の近隣の担い手との協力・役割分担に基࡙く活動の実施 

□ 地域住民、土地持ち非農家等を含めた体制࡙くࡾ、活動の実施 

□ 地域住民、新規・定年就農者等、新た࡞保全管理の担い手の確保 

□ 不在ᮧ地主との連絡・調整体制の構築、遊休農地等の有効活用 

□ 隣接集落との連携にࡿࡼ相互の労力補完、広域的࡞活動の実施 

□ その他 

㸦 地域ࡢ実情応࡚ࡌ対象組織ࡀ具体的設定            㸧 

 

մ 取組内容   

保全管理ࡢ内容࡛選択した事項取ࡾ組ࡴたࠊࡵ具体的行う活動内容つい࡚選択

しますࠋ 
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地域資源ࡢ適ษ管理ࡢたࡢࡵ推進活動 

□ 農業者㸦入ࡾ作農家、土地持ち非農家を含ࡴ㸧にࡿࡼ検討会 

□ 農業者に対すࡿ意向調査、農業者にࡿࡼ現地調査 

□ 不在ᮧ地主との連絡体制の整備、調整、そࢀに必要࡞調査 

□ 地域住民等㸦集落外の住民・組織等ࡶ含ࡴ㸧との意見交換・ワ࣮クショップ・交流会 

□ 地域住民等に対すࡿ意向調査、地域住民等との集落内調査 

□ 有識者等にࡿࡼ研修会、有識者を交えた検討会 

□ その他 

㸦 例：地域外の団体、都市住民、企業との交流・連携を図ࡿ活動 等    㸧 

 

 㸰．地域資源保全管理構想の策定 

地ࡢ農道等ࠊた農用地や水路ࡁ࡚ࡗ地域࡛守ࡢࢀࡒࢀそࠊࡣ地域資源保全管理構想ࠖࠕ

域資源をࠊ将来わたࡼࡢ࡚ࡗう引ࡁ⥅い࡛いけࡤ良いࠊࡢ地域࡛ヰし合࡚ࡗいた

 ࠋす࡛ࡢࡶくࡔいた࡚ࡵし࡚ま構想ࠊࡁࡔ

具体的࡞記載内容し࡚ࠊࡣ以ୗ࡛ࡾ࠾ࡢすࠋ 
 

   ①地域資源保全構想 

㸦㸯㸧 地域࡛保全していく農用地及び施設 

ձ 農用地 

ղ 水路ࠊ農道ࠊたࡵ池 

ճ  そࡢ他施設等 

㸦㸰㸧地域の共同活動࡛行う保全管理活動 

ձ 農用地つい࡚行う活動 

ղ 水路ࠊ農道ࠊたࡵ池つい࡚行う活動 

ճ そࡢ他施設等つい࡚行う活動 

㸦㸱㸧地域の共同活動の実施体制 

ձ  組織ࡢ構成員ࠊ意思決定方法 

ղ  構成員ࡢ役割ศ担 

・農用地つい࡚行う活動 

・水路ࠊ農道ࠊたࡵ池つい࡚行う活動 

・そࡢ他施設等つい࡚行う活動 

㸦㸲㸧地域農業の担い手農家の育成・確保 

ձ 担い手農家ࡢ育成・確保 

ղ 農地ࡢ利用集積 

㸦㸳㸧適ษ࡞保全管理に向けて取ࡾ組ࡴ活動・方策 

 

※今後５ࠊヶ年程度を見通しࠊ今後ࡢ課題ࠊ目指すࡁ姿ࠊそࡢたࡵ取ࡾ組ࡁࡴ活動・方策を記載 

  㸦取ࡾ組ࡁࡴ活動・方策ࡢ例㸧 

   ・組織体制ࡢ強化や活動ࡢ拡大を図ࡿたࡢࡵ広域組織化や㹌㹎㹍法人化 

   ・農地や施設ࠊ地域環境を保全すࡿたࡢࡵ農地周辺部ࡢ活動拡大や遊休農地ࡢ有効利用 

   ・地域を守ࡿ取組ࡢ魅力を情報発信すࡿ活動ࠊ活動へࡢ新た࡞参画者を募ࡿ活動 

   ・地域ࡢ景観・環境ࡢ維持等ࠊ地域資源ࡢ魅力を高ࠊࡵ関心を高ࡿࡵ活動 

   ・保全管理ࡢ省力化ࡢたࡢࡵ簡易࡞基盤整備や機械化ࠊ保全管理必要࡞施設整備     等 
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